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第３章　京都大学北部構内ＢＣ２８区の発掘調査

伊藤淳史　冨井　眞　外山秀一 　上中央子 

　１　調査の概要

　今回の調査地点は，京都大学北部構内の南西部に位置し，北白川追分町遺跡の範囲内に

ある（図８６，図版１－２７６）。ここに理学部校舎６号館の新営が計画されたため，予定地全

面の２１５８�を，２０００年５月２９日～１１月２１日にかけて発掘調査した。周辺では，南側の２０８・

２１７地点で，縄文晩期～弥生前期の遺物包含層，平安中期の埋納遺構，幕末期土佐藩邸の

堀，北方１００�の５４地点で，弥生中期の方形周溝墓や平安末期の火葬塚が見つかっており，

今回も関連する遺跡の存在が予想された。また，花折断層が東方４００�にあり，２０８地点で

は砂脈（噴砂）が多数確認されていることより，古地震の痕跡も予想された。

　調査の結果，弥生前期末の土石流にともなう厚い黄色砂をはさんで，上層で弥生中期以

降各期の遺物包含層，中・近世の耕作にかかわる小溝やピット群，幕末期の井戸を，下層

で縄文晩期～弥生前期の遺物包含層と，その上面に築かれた小区画畦畔の水田遺構や流路

を良好に検出した。遺物の総出土量は整理箱５１箱。下層の弥生前期水田遺構は，先史時代

の土地利用や地形環境の変遷を知らせる貴重な事例であり，１０月２０日に現地説明会を開催

し，２００１年５月には概略を速報した〔伊藤ほか２００１〕。また調査では，耕作の状況をより詳

しく検討するため，水田構成層を中心にプラント・オパール分析を実施した（第４節）。
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　＊皇學館大学　＊＊京都造形芸術大学大学院博士後期課程

図８６　調査区の位置（左：縮尺１／５万，右：縮尺１/５０００）



　以上のほか，水田構成層を突き破り黄色砂中に吹き上がる砂脈（噴砂）が随所で確認さ

れた。これらは，地震時の地盤の変化や強度を検討する素材として試料を提供し，地質学・

土質工学的な解析の結果が報告されている〔関西地盤情報活用協議会地盤研究委員会編

２００２　pp.１８３-１８５，竹村・三村２００２〕。また，黄色砂をもたらした土石流についても，調査

地の所見をもとに地質学の立場から構造が分析され，本書第�部紀要に収録している。

　そして，上層の堆積や遺構群は，黄色砂堆積後の開析で生じた段差や谷状低地が，弥生

中期以降近代の大学設置に至る長期の埋積で平坦地となった様子と，中世以降の著しい耕

地化の状況を示している。中世都市京都近郊における開発と植生変遷の動向をより具体的

に追究するために，堆積物を連続的に採取して花粉分析をおこなった（第７節）。

　なお，発掘調査と整理作業は伊藤淳史と冨井眞が担当し，梶原義実・北尾敬子・下坂澄

子・菅野類・長尾玲・永井雄一郎・上杉和央・杉本真理子・松尾奈緒子・鈴木敬寛・小野

多佳子・小西恵美の助力を得た。本章は，縄文・弥生時代の石器と第６節を冨井，第４節

を外山，第７節を上中，それ以外を伊藤が執筆し，全体を調整した。

　２　層　　　位

　調査前の地表面はほぼ平坦であったが，近・現代の堆積層である表土層を除去すると，

調査区の東方が高く西方に低い状況が判明した。表土直下の第２層の上面は，東壁の灰褐

色土が６２．２�，西壁の赤褐色土が６１．７�をはかる。そして，Ｙ＝２４３０付近を境として西へ

と下る段差があり，調査区の西半ではここに多数の層が埋積しているため，東半とは層序

が異なっている。したがって，東壁，東西畔・西壁とでは互いに層位番号は共通していな

い。なお，東壁の第８層および西壁・東西畔の第１３層については，上面に弥生時代前期の

水田が確認されている層序であり，次節であらためて詳細を報告している。

　東壁の層位（図８７）　　第２層灰褐色土は，近世の遺物包含層。第３層の黄灰色土，第４

層の茶褐色土は中世の遺物包含層で，それぞれ１５世紀代以降と，１３・１４世紀代を中心とす

る。Ｘ＝２０００付近より南においては，下層に東西方向にはしる流路ＳＲ１が埋積してお

り，その影響をうけて第３・４層は層厚が増すとともに，中世前半期の遺物包含層である

第５層灰茶褐色土がさらに加わる。この流路ＳＲ１は，第７層の黄色砂を切って西流する

もので，南側の立ち上がりは東壁ではあらわれていない。流路内の堆積ａ～ｈ層のうち，

下半部を占めるｅ層は，人頭大程度までの礫を多数まじえた砂礫層で，洪水により短期間

に埋積したものとみられ，流水による堆積であることを示すラミナが顕著に認められる部
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分があるとともに，Ｘ＝１９８５以南では，縄文晩期・弥生前期の遺物包含層第８層やその下

の第９層白色砂も抉りながら深く埋積する。上半のａ～ｄ層は，砂礫埋積後に生じた幅１０

�ほどの浅い窪地を埋めているもので，それぞれ白色粗砂を薄く介在させながら堆積す

る。図８７においてはこの範囲をＳＲ１として扱っている（狭義のＳＲ１，以下ＳＲ１はこ

ちらを指す）。上半のａ層：灰茶褐色砂質土・ｂ層：黒褐色砂質土は，１０世紀代の遺物を

含み，下半のｃ層：黒灰色粘質土・ｄ層：黒色粘質土の包含遺物は少ないが，弥生中期～

古墳時代のものが認められる。また，ｇ・ｈ層は，流路の北肩を早い段階で埋めていたと

みられる砂層で，ｇ層上面～上部にかけてで弥生中期後葉の土器の一括出土（ＳＸ５・６）

や石�丁の出土をみている。

　以上の状況と，第７層の黄色砂が弥生前期末～中期初頭の一時期に想定される土石流堆

積層であることを考慮すると，以下のように埋積過程を復元できる。すなわち，第７層を

層　　　位

図８７　調査区東壁南半（図１１４ａ－ａ’）の層位　縮尺１/１００



もたらした大規模な土石流の後，弥生中期後葉までの間に大規模な洪水によりＳＲ１の最

大輪郭が形成される。その後残された東西方向の浅い川状の窪地は，平安時代にかけて

徐々に埋積し，幾分か影響をとどめながらも中世にいたって平坦地化している。なお第６

層黒褐色土は，遺構などの埋土を中心にみられ，１０世紀代の遺物を中心に包含する。ＳＲ

１内のａ・ｂ層とは上下の関係にあるが，遺物内容に差はみられない。ＳＲ１の上部が埋

積していく過程で小規模な流れの存在がうかがわれることから，１０世紀代においても開析

と埋積が周辺部で繰り返し生じていたことの反映とみられる。

　東西畔の層位（図８８）　　Ｘ＝２０１０ラインに沿って設けた東西畔のうち，包含層の残っ

ていた西半（図１１４ｃ－ｃ’）と東半（同ｄ－ｄ’）の南壁の状況を示す。西半は，Ｙ＝２４３０

以東に西へ下る段差付近のみにみられる堆積ａ～ｇ層がある。第２層～第６層は，それら
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図８８　東西畔南壁（図１１４ｃ－ｃ’，ｄ－ｄ’）の層位　縮尺１/１００
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より上部の堆積である。第２層赤褐色土は，多くが表土に削平されているが，第４層灰赤

褐色土�・第６層灰赤褐色土�と同質の，固くしまった酸化鉄斑文の集積層である。特徴

からみて水田耕作にともなう堆積だろう。いずれも近世遺物を包含しており，第３層灰褐

色土�以上の層では幕末期のものが含まれる。したがって，第２層・第３層は１９世紀代後

半，第４層以下がそれ以前，おおむね１８世紀代に比定される。

　灰赤褐色土�は，Ｙ＝２４３３付近で中世後半期の遺物包含層である第８層茶褐色土を５０�

程度直線的に切り込んで段差を形成し，その西方１ｍ程度でこの灰赤褐色土�が灰褐色土

�に３０�ほど切り込まれる。埋積の過程で徐々に段差が低くなりながら，その位置も西へ

移動している状況をみることができる。人為的な段差の形成は，段差内に堆積している中

世後半期の第７層黄灰色土，第８層茶褐色土，斜面に堆積するａ・ｂ層との関係から，中

世末期まではさかのぼる可能性が高い。これより下層には，中世後半期の第９層暗灰色

土，中世前半期の第１０層明灰色土，１０世紀代の第１１層灰色砂質土が水平に堆積し，斜面で

レンズ状に堆積している砂層や礫混じり層と互層を成していることから，古代・中世を通

じて徐々に埋積していった様子がうかがわれる。最下層にはｈ：礫混じり黒色粘質土やｉ：

暗灰色砂礫がみられる。これらの包含遺物はきわめて少ないが，弥生中期以降のものが含

まれ，段差の形成もその時期までさかのぼるとみられる。第１２層黄色砂以下は，東壁の第

７層以下と同じだが，ここでもｊ：黄白色砂礫の埋積する流路が黄色砂を切って流れる状

況が観察される。この砂礫は，後述するように，南流するＳＲ３にともなうもので，黄色

砂埋積後にほどなく生じた大規模な流れとみられる。ここでの段差の形成要因であろう。

　東半については，層序として全域で安定して検出されるのは，灰褐色土�，黄灰色土の

２層で，茶褐色土は部分的にしかみられない。中世前半期以前の土層の多くは削平された

のであろう。東端Ｙ＝２４５７付近では，灰褐色土�が西へ向かって段差状に落ち込む状況が

確認された。水田が段差をもって連なっていた近世の耕地景観を反映するとみられる。

　西壁の層位（図８９）　　表土以下第１１層までは，上述の東西畔の層位と共通し，Ｘ＝１９９３

付近から北側にほぼ水平に堆積している。それ以南の土層（ａ～ｅ層）は乱れており，古

代ないし中世の何らかの遺構の埋土である可能性が高いが，壁面での確認にとどまる。攪

乱のため，第９層までとの相互の切り合い関係も不明であるが，平面的には，中世の段階

には南から北へと下る明瞭な段差が区画となっていることが確認されている（図１１３）。こ

の段差は，黄色砂の第１２層を切るように東方からＳＲ１の流れが及んだことにより形成さ

れたとみられる。ただし，東壁においてはＳＲ１の南肩の立ち上がりが確認されていない

層　　　　位
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図８９　調査区西壁（図１１４ｂ－ｂ’）の層位　縮尺１/１００
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ので，ＳＲ１の流れは枝状に支流として分岐し，そのひとつが及んだものと理解される。

　ｆ～ｈ層は，東壁のａ～ｄ層に対応するもので，ＳＲ１上部を埋積させている黒色の砂

質土や粘質土である。また，ｉ～ｐ層は，Ｘ＝２０１０～２０２０付近にかけて堆積している砂や

シルト，一部に砂礫をまじえた黒色の砂質土や粘質土である。これらは，調査区の西北部

を南流していたＳＲ３を埋積させているもので，弥生中期以降の遺物が微量出土した。ｑ

層は，その下層にひろく堆積する黄白色砂礫で，第１２層の黄色砂を切り，Ｘ＝２００５付近よ

り北では層厚を増していき，第１３層上面を削平して弥生前期末の小区画水田の一部を流失

させるとともに，第１４層白色砂にもおよぶようで，調査区西北隅では深さを確認できてい

ない。南方では，ＳＲ１にともなう砂礫層と一体化しており，峻別できない。ＳＲ３は，

ＳＲ１と同様に黄色砂を切って流れたもので，今回の調査区西端付近で合流するように生

じた洪水層とみられる。上部を埋積させている土層の特徴や出土遺物からみて，発生時期

はＳＲ１とほぼ同じで，それ以後徐々に埋積していったものとみられる。

　なお，黄色砂は，上半が比較的粒径が大きく下半が小さい傾向を示しており，層中には，

周辺の既調査地点での所見と同様に１�を越える大きさの花崗岩が多数含まれていた。

　３　弥生前期以前の遺跡

　� 弥生前期の水田遺構（巻首図版，図版３３・３４，図９０～９７，表８）

　水田の検出状況（図９０・９５，表８）　　縄文晩期・弥生前期の遺物包含層（東壁の第８

層・西壁の第１３層）の上面で，小区画水田および周辺の微地形を良好な状態で検出した。黄

色砂が，弥生前期末～中期初頭の一時期の土石流堆積層であり，今回も含めてこれより下

層で弥生中期に下る遺物はまったく出土していないことから，弥生前期末段階の地表面が

ほぼそのまま遺存しているとみてよい。ただし，この土石流や，ＳＲ１・ＳＲ３などその

後に生じた洪水により，表面が損傷したり土壌が流出したと想定される部分があり，図９０

には範囲を示した。水田は東と西の２箇所にあり，それぞれ東水田・西水田と呼ぶ。水田

区画の番号・田面の平均標高・面積は図９５と表８に示す。なお調査では，排土の都合から

水田のある調査区北半と南西部を先行して完掘し，その後に残る南東部分を発掘した。

　層位と土地条件（図９１～９４）　　２つの水田域にまたがる東西方向（Ｘ＝２０１０），東水田

の南北方向（Ｙ＝２４５０），西水田の畦畔に直交する北東－南西方向（図９０Ａ－Ａ’），西水

田南壁際の土堤部分（図９０Ｂ－Ｂ’）の層位を示す。黄色砂より下層で基本となる土層は，

暗灰褐色砂質土（第２層）と黄褐色砂質土（第３層）で，水田畦畔や土堤部分を中心に黄

弥生前期以前の遺跡
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図９０　黄色砂除去後の地形と遺構　縮尺１/３００
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図９１　東西畔（Ｘ=２０１０）南壁黄色砂以下の層位　縮尺１/６０
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図９２　南北畔（Ｙ＝２４５０）東壁黄色砂以下の層位　縮尺１/６０
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図９３　西水田北東－南西方向（図９０Ａ－Ａ’）黄色砂以下の層位　縮尺１/６０

図９４　調査区南壁西半（図９０Ｂ－Ｂ’）黄色砂以下の層位　縮尺１/６０



灰色のシルト質土（第１層）が，それらの上面にのる。

　東水田では，Ｙ＝２４５０以東において，第２層以下に窪地が存在し，複数層の粘質土や砂

質土の堆積をみる。この窪地は，水田造営時までにはほぼ埋没していたとみられ，耕作に

適当な場所として選択されたものとみられる。また，水田よりさらに東方一帯では，グラ

イ化した青灰色の土壌が中心となっていく。そして，南北方向の層位でみると，Ｘ＝２００７

付近で基盤の白色砂層がたちあがり，それより南方では強くグライ化した厚い粘土層やシ

ルト層の複数の堆積が深さ１．５�以上はつづいていることを確認した（図９２ｃ～ｍ層）。ｃ

層からは，時期不明の土器片を採集しているが，それ以下については断面確認のための機

械力掘削にとどまり，遺物を確認していない。これらは，白色砂層もふくめて，晩期にい

たって埋積し安定化する以前の谷の堆積で，起伏に富んだ複雑な地形環境を示すといえ，

南微高地や流路ＳＲ４は，その影響を強く受けている。一方，西水田では，下層の基盤は

白色砂であり，層序も比較的安定している。したがって西水田は，基盤が白色砂の範囲を

中心に選択して，排水不良の粘質土の部分をできるだけ避けて設けた可能性がある。

　地　　形（図９０・９５）　　東水田と西水田の間には，水田面との比高差２０�あまりでゆ

るやかに高まる空閑地が５�ほどある（中央微高地）。また，東水田の南方一帯は，東方

から張り出してきた比高差６０�あまりに達する尾根状の高まりがあり（南微高地），その東

方一帯は，比高差２０�前後の平坦地がひろがる（東微高地）。調査区全体の地形を俯瞰する

と，南方にある尾根状の張り出しが地形の大勢を決定づけており，水田は，その縁部に形

成された窪地や平坦地を巧みに利用するように設けていると言える。なお，東水田の南端

は，西方の中央微高地に連なるような東西方向の高まりとなっており，そこに階段状に下

る複数の段差がみられる（図版３３－２参照）。これらは畦畔を分断しており，また地震にと

もなう砂脈の方向におおむね一致していることから，人工の造作ではなく，地震時の隆起

と沈降など地盤変動により生じたものと判断する。したがって東水田は，現状では区画８

が深く凹む地形となっているが，本来はもう少し平坦であった可能性が高い。

　畦畔と流路（図９０）　　畦畔は，いずれも幅３０�高さ１０�程度の断面蒲鉾形を呈し，東水

田は南北，西水田は北西－南東方向に配される。東水田には，内部区画のための東西方向

の短畦畔があるが，西水田では流路と接する東端のみを水口を設けながら区切る形態が基

本で，細長い区画が整然と並ぶ。また，東水田では，周囲からの導水や防水のための施設

をとくには認めない。南側に，幅１�深さ３０�程度でおおむね西方へ向かって下る流路Ｓ

Ｒ４があり，ここに排水されたと推察されるが，自然地形をそのまま活かしたものとみら
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図９５　水田面の平均標高　縮尺１/４００

表８　各水田区画の田面平均標高と面積

地区 番号 平均標高（�） 面積（�）
東水田 １ ５９．３３２　 １．９９４
東水田 ２ ５９．３５７　 ８．７６１
東水田 ３ ５９．２９３　 ５．８０９
東水田 ４ ５９．２８８　 ９．３８５
東水田 ５ ５９．２８６　 ５．３７９
東水田 ６ ５９．２６６　 １０．０７９
東水田 ７ ５９．２７０　 ２．６６５
東水田 ８ ５９．２５６　 １６．０６９
東水田 ９ ５９．２２１　 １５．０８８
東水田 １０ ５９．３１１　 ６．３４２
東水田 １１ ５９．３３９　 ５．７１１
東水田 １２ ５９．３４３　 ３．９３８
東全域  ５９．２９７　 １３７．６２０

　備　考
＊面積は畦畔の内法で算出した
＊攪乱によるあきらかな欠落は想定復元した
＊西水田は残存する範囲の面積を表示した

地区 番号 平均標高（�） 面積（�）
西水田 １３ ５９．２２８　 ２．６６２　
西水田 １４ ５９．２２８　 １．４５５　
西水田 １５ ５９．１４１　 ３．２１４　
西水田 １６ ５９．１４１　 ５．８８０　
西水田 １７ ５９．１９９　 １７．９７６　
西水田 １８ ５９．１８９　 １６．７６２　
西水田 １９ ５９．１６２　 １３．６４７　
西水田 ２０ ５９．１７８　 １４．５６２　
西水田 ２１ ５９．１２９　 １４．２２１　
西水田 ２２ ５９．１５７　 １５．０５７　
西水田 ２３ ５９．１８０　 １２．６４８　
西水田 ２４ ５９．１０４　 １１．５０８　
西水田 ２５ ５９．１０４　 ３．７８５　
西水田 ２６ ５９．０８７　 ７．３１８　
西水田 ２７ ５９．１５９　 ８．４６４　
西水田 ２８ ５９．１５９　 ７．８０２　
西水田 ２９ ５９．０３７　 ０．７３３　
西水田 ３０ ５９．０８４　 ７．０４０　
西水田 ３１ ５９．０４８　 １．１５３　
西水田 ３２ ５９．１４６　 ５．３６６　
西水田 ３３ ５９．０９７　 ７．７９９　
西水田 ３４ ５９．０２２　 ３．８１２　
西全域  ５９．１３５　 ２８１．７４６　



れ，改変の痕跡は確認されなかった。一方西水田では，東側に幅１�比高差１０�あまりの

土堤を設けるとともに，幅６０�程度の浅い流路ＳＲ５を東～北方にめぐらし，明らかに西

側からの流水の管理調節をはかっている（図版３３－３）。ＳＲ５は，一定方向に流れるもの

ではなく，中央付近から南北の双方へ下るようになっており，東水田より平坦さの度合い

の強い西水田に，広範に水をまくばるための配慮を読みとることができる。こうした東・

西両水田の異なるありようは，それぞれの立地する微地形への対応といえる。両水田が一

連のものとして同時に機能していた可能性を十分に示す状況といえる。

　遺物出土状況（図９６・９７）　　黄色砂より下層の，黄灰色シルト質土（第１層），暗灰褐

色砂質土（第２層），黄褐色砂質土（第３層）等からは総計４９９６点の遺物をとりあげた。水

田範囲の内外を問わず層中に万遍なく遺物片が包含される状況が，全域に及んでおり，水

田と関連づけられる出土状況にはない。また，細別した層位は，全域で面的に安定したも

のではなく，特定層に遺物が集中する状況もない。層位間での接合は多数みられる。これ
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図９６　遺物包含層完掘後（白色砂・青灰色砂質土上面）の地形　縮尺１/５００
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ら遺物包含層掘り下げ後の白色砂（調査区南半では青灰色砂質土）上面の地形を図９６に，

また遺物の出土傾向をそれに重ねて図９７に示した。出土密度の高い範囲が，調査区を東北

東－西南西方向にはしる。これは，ＳＲ４およびそれに先行して存在する谷状の地形部分

におおむね相当しており，地層の堆積時に，自然の営為によってある程度は低い部分に集

められた可能性が高い。ただし，密度の高い範囲は，そのなかでも谷状部の北側に一定程

度偏っている。土器の磨耗もほとんどみられないことにも考慮するならば，廃棄はごく近

傍で為されたもので，谷状部の北側一帯でとくに多く為されたもの，と判断される。

　なお，互いに接合する大きな土器片を含む遺物集中地点が３カ所あり，それぞれＳＸ７

～ＳＸ９とした（図版３４－４・５）。ＳＸ７は，東水田の北縁部一帯で，大型の２条突帯

深鉢（�３８）や特殊な沈線文土器（�３７）をはじめ，�３１・�５７・�８１・�１３１・�２１７・

�２３３などがまとまって出土した。ＳＸ８は，突帯のめぐらない粗製深鉢の胴部破片がま

とまっていた。ＳＸ９は，頸部に沈線文をもつ大型壺�３９の胴部破片がまとまっていた。

弥生前期以前の遺跡

図９７　遺物の出土傾向（赤色のドット１つが遺物１点を表す）　 縮尺１/５００



　� 土器・土製品（図版３５～４１，図９８～１０６，表９）

　既述のように，細別した層位は，遺物の整理に有効な指標とはしがたいので，黄色砂よ

り下層出土の土器・土製品としてまとめて，おおむね時代順に示す。便宜的に突帯文土器

はすべて縄文晩期，遠賀川式土器を弥生前期として扱う。口縁部や有文の胴部破片はでき

るだけ呈示したが，すべてではない。種類別の内訳は表９を参照されたい。なお，いわゆ

る生駒西麓産とされる角閃石を多量に含む異質な胎土の土器は，断面表示を梨地とした。

これらにも，暗茶褐色と暗赤褐色の２種の色調が認められる。

　縄文後期の土器（�１～�９）　　晩期末の遺物に混じって，ごく少量の出土がある。

おもに後期初頭～前葉に属する中津式から北白川上層式１期ごろまでの諸型式に比定され

る。例外は�９で，後期末宮滝式，ないし晩期前葉に下る可能性もある。横走する凹線が

施された胴部片で，暗茶褐色を呈する。南方５０�の２０８地点でも微量出土している。

　縄文晩期の土器（�１０～�１６４）　　晩期末の突帯文土器が大多数を占めるなかに，晩期

中葉にさかのぼるものが少量ある。まず底部以外をとりあげる。

　�１０～�１６・�２０～�２３は，素縁の口縁部。口唇部は，�１１が箆刻み，�２１が面取りす

る以外は，丸く収める。�１０～�１２・�２０・�２２は，外面を撫でや箆削りで仕上げ，外に

開き気味の口縁部で，晩期中葉篠原式の粗製深鉢だろう。口縁を短く外折させる�２３も，

その可能性が高い。一方，砲弾形の器形で下から上に軽く削り上げる�２１は，晩期末の長

原式に下るものだろう。�１３～�１５は内彎気味の，�１６は短く外反気味の，それぞれ浅鉢

口縁部とみられる。�１７～�１９は，浅鉢の屈曲する胴部とみられ，�１６のような口縁部に

対応するものだろう。�１６～�１９は比較的精良な胎土で器表面を平滑に仕上げている。

　�２４～�３５・�３８・�４０～�１１２は突帯文で飾る口縁部。多くは深鉢だが，�２６・�３３
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図９８　縄文後期の土器　縮尺１/３
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は，口径と傾きからみて頸部のすぼまる壺状の器形となる可能性がある。口唇部に刻みを

施すものはみられず，ほとんどが丸く収めて仕上げ，面取りするものはわずかである。ま

た突帯貼り付け位置は，ほぼ８割が端部に接している（表９参照）。突帯上の装飾は，無

刻（�２４・�４０～�５２），Ｖ字状刻み（�２５・�３８・�５３～�７４），Ｄ字状刻み（�２６～�

３０・�７５～�１０３），Ｏ字状押捺（�３１～�３５・�１０４～�１１２）の大別４通りがあり，Ｏ字

状押捺が他の３種に比べ若干少ない。胴部まで遺存して確実に１条突帯文深鉢と認定でき

るのは�３１，２条突帯文深鉢は�２９・�３８のみにとどまる。突帯のありようで特異なものと

して，刻目突帯を２帯並行してめぐらせる�３２・�３８がある。同種の例は北部構内の２３４地

点（ＢＦ３４区）で出土している〔千葉１９９８　�４３〕。�３８は口径３０�を越える大型品で，

弥生前期以前の遺跡

図９９　縄文晩期の土器�　縮尺１/３
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図１００　縄文晩期の土器�　�２４～�３７縮尺１/４，�３８・�３９縮尺１/８
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胴部突帯は�離しているが，幅広い�離痕と脱落した突帯の破片から，口縁部と同種の突

帯がめぐっていることがわかる。このほか，口縁端部からの垂れ下がりようの著しい突帯

があり，仮に垂下三角（�４１・�６２・�６３・�７８・�７９・�８１・�８３・�８５），垂下偏平

（�７５～�７７・�８０・�８４）としておく。いずれも，突帯上に貼付時の指頭圧痕がよく観

察されるが，後者の一群は幅広い突帯が造出され，細かなＤ字状刻みであることが共通す

る。器形では，�４０・�５３に波状口縁の特徴がみとめられ，�５３は，波頂部にも上面から

刻みを施している。

　�３７は，特殊土器。径７�程度の細くくびれた部分から直線的に外方に立ち上がる器形

で，全形は不詳。あるいは細頸壺状の器形か。端部は丸く収め，箆描沈線６条（一部７条）

が施される。内面は，外面の施文に対応する部位を中心に指頭圧痕の凹凸が著しい。大粒

弥生前期以前の遺跡

図１０１　縄文晩期の土器�　縮尺１/３



の石英砂粒を多量に含む胎土で，内外面は赤褐色，断面は黒色を呈する。遠賀川式土器と

は特徴・質感ともに異なる。土器集中部ＳＸ７から�３８などとともに出土しており，同時

期の所産とみられるが，類例を知らない。

　�３９は，ＳＸ９で一括出土した胴部の最大径が５０�程度に達する大型壺の胴部。破片は

多数あり，接合後の胴部上半はほぼ完存するが，下半はごく一部のみしか復元できない。

頸部との境の屈曲部に，先の丸い棒状具により真横から施したと想定される幅３�ほどの

太い沈線が１条めぐる。下半を下から上へ削り，上半を横位に粗く箆磨きして仕上げる。

角閃石を多量に含む胎土で，暗茶褐色を呈し，いわゆる「生駒西麓産」と呼ばれる特徴を

示す。縄文晩期末の大型壺の類例は北部構内の１８０地点（ＢＤ３３区）にあり，胎土は共通

しているが，沈線を施さず，外面の調整も細部が異なる〔浜崎・千葉１９９０　�６１〕。
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図１０２　縄文晩期の土器�　縮尺１/３
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図１０３　縄文晩期の土器�　縮尺１/３



　�３６・�１１３～�１６４は突帯文で飾る胴部。突帯上の装飾は，口縁部と同様に，無刻（�

１１３～�１２０），Ｖ字状刻み（�１２１～�１３２），Ｄ字状刻み（�１３３～�１５４），Ｏ字状押捺（�

１５５～�１６４）の大別４通りがある。ここでは無刻のものが他の３種に比べて若干少ない。

突帯の形状は，口縁部と同様に垂れ下がる特徴をもつものが垂下三角（�１２１～�１２６・�

１３５～�１４０）および垂下偏平（�１３４）として区別されるが，後者のように偏平化したも

のは１点にとどまっている。外面の調整は，�３８のように，胴部の突帯以下を縦位方向の

削り，それより上部は横位や縦位に板状工具で撫でて平滑にするのが基本となっている。

　なお，突帯を有する胴部の破片は，基本的に２条突帯文深鉢の胴部とみなしてよい。こ

れら胴部突帯の出土点数は，口縁部突帯の出土点数とほぼ等しいので，１条突帯文深鉢と

２条突帯文深鉢の比率は，それほど違わなかったものと推察される。ただし，無刻の突帯

や垂下偏平の形態的特徴を示すものは，明らかに胴部破片での比率が低く，１条突帯文深

鉢に偏る属性といえる（表９）。

　弥生前期の土器（�１６５～�１９４）　　いわゆる遠賀川式土器あるいはそれと強い関連を

有する土器をまとめて示す。無文の小破片で帰属の曖昧なものを極力含めても，出土総量

の２％あまり，文様などから限定できるものはさらにその半数の１％程度しかない。

　�１６５～�１８５は壺形土器の口縁部～胴部。装飾は５条までの箆描沈線文を中心とする

が，�１８２・�１８３には貼付突帯の�離痕と下書の沈線がある。�１６９は頸部とみられるが，

横位の多条沈線の下を斜方向の沈線で埋める特異なもの。�１７０～�１７２・�１７５は胴部上半

で，沈線で施文しない側を箆磨きでわずかに低めて段差を造り出す。�１７７は斜方向の弧

線が浅い沈線で描かれており，斜軸木葉文のモチーフの一部分と思われる。�１７８の小破

片もその種のモチーフの可能性がある。�１８１は，横位の沈線文の上に，２条の連弧文風の

モチーフを組み合わせている。�１８４は，無頸壺の口縁部かとみられ，端部に沿って箆描沈

線と刻目突帯を並行させる。�１８５はまっすぐ立ち上がる口縁部片。甕の可能性もある。

端面を刻み，斜方向の沈線文と端部に沿う１条の箆描沈線文という特異な構成である。

　�１８６は笠形を呈する壺用の蓋。全面を丁寧に磨いている。

　�１８７～�１９４は甕。�１８７は，口縁端部が玉縁状に肥厚し，その上端部に上から細かなＤ

字状刻みを施す。頸部はちょうど施文部で破損しており，沈線文の存在は確実だが詳細は

不明。胎土中には細かな雲母片を含み，暗赤褐色を呈する。これは，明らかに�１８８以下と

特徴を違えており，伊勢湾地方西岸部から尾張地域北部にかけて分布して「亜流遠賀川式

土器」と呼ばれる土器群の特徴といえる〔鈴木１９９０〕。本例も，当該地域からの搬入品で
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弥生前期以前の遺跡

図１０４　弥生前期の土器（�１６５～�１９４），浮線文土器（�１９５～�１９８）　 縮尺１/３



あろう。�１８８・�１８９の口縁部は，端面を正面から大きくＶ字状に刻んでおり，大粒の石

英砂流を含む胎土で淡黄褐色を呈する。�１９０～�１９４は，頸部～胴部の破片で，頸部には

１～４条の沈線文がめぐる。外面は刷毛目調整する。

　浮線文土器（�１９５～�１９８）　　中部高地地方をおもな分布範囲とし，浮き彫り風に造

り出した線により装飾して浮線文（系）土器と呼ばれる特徴をもつものが４点確認された。

趣の異なる２種に分けられる。�１９５・�１９６は，ともに鉢状の器形の胴部片とみられ，幅

５�ほどの横位の凹線部と隆線部がのこる。内外面とも横位の箆磨きを基調として器表面

を平滑に整える。微小な石英砂粒や雲母片を含むが精良な胎土で，内面は黒褐色，外面は

淡褐色を呈する。一方，�１９７・�１９８は，精良さがやや劣るもので，壺状の器形の肩部付

近かとみられる。�１９８は器表面が荒れており判然としないが，残りのよい�１９７による

と，破片上端に無文部，その下に，箆磨きにより造り出された細い隆線によって横長のレ

ンズ状や三叉状のモチーフを施している。内面はやや粗雑な撫で仕上げで，凹凸がある。

微少な石英砂粒を多く含む胎土で，暗灰褐色を呈する。文様モチーフは石川日出志氏の分

類のａ２類に相当するとみられ〔石川１９８５〕，氏の第２群土器，浮線文第２期の離山式に

並行する時期の資料と位置づけられる。なお，４点は互いに離れて出土しているが，類似す

る�１９５・�１９６と�１９７・�１９８はそれぞれ同一個体である可能性もある。

　底　　部（�１９９～�２３３）　　縄文晩期か弥生前期か判別できない小片も多い。おおむ

ね底径の小さな順に，各時期の底部をまとめて示した。�１９９～�２０１のように，径４�程

度の突出気味の例は，確実に縄文晩期後葉といえる。�２０２は，厚みを持たない底部で，晩

期中葉にさかのぼる可能性がある。このほか呈示したなかでは，形態的特徴と外面の磨き

や撫で調整の丁寧さから，�２０６・�２１０・�２１７・�２３１・�２３２は弥生前期の遠賀川式土

器の可能性が高いと判断している。それ以外はほとんど縄文晩期後葉の所産とおもわれ，

とくに径の小さなものを中心に，内面側が円盤状に�離している事例が多くみられる点が

注意される。遠賀川式土器にはみられない現象であり，製作技法の違いを反映しているの

だろう。�２３３は，縦位の粗い条痕調整がみられる底部付近の破片である。

　環状土製品（�２３４～�２３８）　　径１．０～１．５�程度の丸い棒状製品の断片が５点出土し

ている。いずれも弧を描くような形状とみられるので，仮に環状土製品としておく。�

２３４はいわゆる生駒西麓産の胎土による製品で，暗茶褐色を呈する。�２３６は赤褐色，�

２３５・�２３７・�２３８は外表面が灰白色で内側が黒色を呈する。�２３７と�２３８は特徴が類似

しており同一個体の可能性もある。類似する土製品は，約１�南方の吉田近衛町における
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弥生前期以前の遺跡

図１０５　縄文晩期・弥生前期土器の底部　縮尺１/４

図１０６　環状土製品　縮尺１/２



調査で出土している〔南編１９８９　第９３図〕。

　出土土器の編年的位置（表９）　　以上の土器は，微量の後期以前の資料を除くと，縄文

晩期～弥生前期の複数土器型式を含み，単一時期の所産ではない。うち，少量の素縁の深

鉢と浅鉢の一部は，おおむね晩期中葉の篠原式に比定される。主体を占める突帯文深鉢

は，口唇部を刻むものがまったくないこと，また面取りするものもわずかであること，突

帯は口縁端部に接して貼り付けられるものが主体となること，２条突帯文深鉢が多数と想

定されること，などから，滋賀里Ⅳ式に比定されるものを欠き，船橋式と長原式の双方で

構成されるといえる。そのなかで，著しく垂下した突帯に細かな刻目を施す一群は，より

新相に位置づけられよう。一方で，おおぶりのＤ字状刻みやＯ字状押捺をしっかりと施す

事例は，どちらかと言えば古相の特徴を示すといえよう。これらのいずれかに偏る構成で

はないので，船橋式・長原式の時間幅での継続的な活動の反映ととらえるべきであろう。

　少量みられた遠賀川式土器には，中段階と新段階の双方が含まれる。そして，沈線文の

多条化の度合いが乏しく，貼付突帯も多条化したものが見られないことから，新段階でも

前半期までにとどまるものと評価する。
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表９　型式別出土点数

 口縁部突帯の特徴
形状／刻み D字 V字 O字 無刻 不明 計
 三　　角 ３７ ３０ １８ ３３ ２１ １３９
 垂下扁平 ５ ０ ０ ０ ０ ５
 垂下三角 ５ ２ ０ １ ０ ８
 計 ４７ ３２ １８ ３４ ２１ １５２

胴部突帯の特徴
形状／刻み D字 V字 O字 無刻 不明 計
 三　　角 ３０ ３９ ２６ １２ ２７ １３４
 垂下扁平 １ ０ ０ ０ ０ １
 垂下三角 ８ ６ ０ ０ ０ １４
 計 ３９ ４５ ２６ １２ ２７ １４９

突帯文土器口縁部
端部／突帯位置 端部接 端部離 計
 面取有 ２ ４ ６
 面取無 １１９ ２７ １４６
 計 １２１ ３１ １５２

無突帯（素縁）口縁部
 端部／装飾 有刻 無刻 計
 面取有 １ １ ２
 面取無 ０ １６ １６
 計 １ １７ １８

弥生土器の内訳
 種　　類 点数
 壺口縁部片 ６
 壺有文胴部片 ２２
 無頸壺 ２
 甕口縁 ６
 甕有文頸部片 ８
 計 ４４

その他の土器等
種　　類 点数
 浮線文 ４
 縄文後期以前 １２
 各期底部 ５８



１５９

　� 石　　　器（図版４２・４３，図１０７～１１０，表１０～１３）

　層厚が平均して２０�程度の縄文晩期中葉から弥生前期末までの遺物包含層（黄灰色・暗

灰褐色シルト質土）から出土した。現地調査は，約２０名の作業員（発掘経験者）による手

ガリや手スコを用いた人力発掘であり，土壌洗浄などは一切していないので，回収できた

石器は現地で肉眼で石器と認識されたもののみで，微細�片は回収し損ねていると思われ

る。出土石器については，そのほとんどが出土地点を記録されている（表１０）。しかし出土

層は，シルト質土であるとはいえ，あまり土壌化の進んでいないことと，水田に供するほ

どに水の影響を無視できない環境であることから，礫石器は容易には原位置を損なわない

と考えられるものの，�片石器は原位置を保っていないものが多いと思われる。また，遺

物の原位置取り上げ時には人工的に４層に区分して層位を記録したが，東西両方の水田域

でも微高地でも，土器型式・石器製作技法という点では層位的な差異はうかがえない。そ

こで，この層から出土した石器全体を，時間的にひとまとまりの石器群とみなして検討す

る。なお，出土石器の多くに対し，器面観察に効果的な，超音波洗浄を行った。

　出土した石器は，�片�離による石器６８点（�片を含む），礫石器７点であり，それぞ

れ１点ずつを除いて原位置が記録されている。�片�離による石器の石材は，チャート２

点と粘板岩３点の他はすべてサヌカイトであるが，肉眼で見る限りサヌカイトにも何種類

かあり，白味がかったものや，１�ほどの白い斑点を多く含むものなどがある。細部調整

の施された�片石器では，未製品や破損品を含め石鏃が８点（チャート製１点）のほかに，

刃器５点（粘板岩製２点）と錐２点がある。また，いわゆる楔形石核が８点はある。刃器

と錐については，高倍率顕微鏡によって使用痕観察を試みたが，錐１点に磨滅痕が認めら

れた他は，線状痕や光沢などの明瞭な使用痕を確認できなかった。６８点の�片石器のう

ち，叩き潰したような線状打面で主�離面の縦断面形が直線的になったり，打点が残って

いなくても打点付近に階段状の細かい�離が多数認められたり，縦長の先行�離面がヒン

ジを生じていたりするような，挟み撃ちがおこなわれたと思われるものは３８点はある

（５６％）。しかし，チャートや粘板岩の�片石器には，そうした挟み撃ちの痕跡を積極的に

は見出しがたいので，６３点あるサヌカイトだけで見るとその割合は６０％（３８/６３）を超える。

　�片石器の特徴を，製作技術的観点から把握しようとする場合，製品は一点からでも多

くの情報を引き出せることは無論であるけれども，いろいろな形状の素材から製品の形態

を獲得するまでの一連の製作工程においては，一点の製品製作のために多数の�片が生じ

ている。つまり，�片は一点ではあまり多くの情報をもちえないけれども，�片のまとま

弥生前期以前の遺跡
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表１０　原位置取り上げ石器等一覧

 取上番号 報告番号 Ｘ座標 Ｙ座標 標　高 地点名 層位名 分　類 挟み撃ち
 ４２２ �２５１ ２００９．０９５ ２４５１．６０５ ５９．１１６ 東水田 下　層 楔形石核 ○
 ５０４ － ２００９．０１５ ２４５７．５２５ ５９．１９５ 東水田 最下層 自然石か ×
 ５５４ － ２００９．０４６ ２４５２．２０３ ５９．１２６ 東水田 最下層 自然石か ×
 ５５９ － ２００９．２４１ ２４５９．９２４ ５９．２６１ 東微高地 砂　礫 楔　　か ○
 ５７５ �２４４ ２０１１．６９７ ２４４９．４２６ ５９．１７３ 東水田 上　層 挟み撃ち�片 ○
 ８２０ － ２００７．２０３ ２４４７．６９８ ５９．３４３ 東水田 上　層 挟み撃ち�片 ○
 ８４８ － ２００４．１０９ ２４５１．２８０ ５９．２１３ ＳＲ４ 上　層 楔　　か ○
 ９０３ － ２００２．２７１ ２４６１．２８４ ５９．４３８ 東微高地 中　層 挟み撃ち�片 ○
 ９３９ － ２０１５．１１６ ２４５２．５６３ ５９．３５３ 東水田 上　面 楔　　か ○
 ９４１ － ２０１３．７６２ ２４５２．８５４ ５９．２６２ 東水田 上　面 挟み撃ち�片 ○
 １０８８ － ２００１．４８８ ２４５１．０６８ ５９．２２８ 南微高地 中　層 自然石か ×
 １１０２ �２６７ ２００４．０４７ ２４５２．０９７ ５９．１６１ ＳＲ４底面 中　層 チャート石鏃 －
 １１５０ － ２００８．６７９ ２４４６．０９４ ５９．２７０ 中央微高地 上　層 挟み撃ち�片か ○
 １１７７ �２７２ ２０１１．２２５ ２４５２．１３５ ５９．２０３ 東水田 中　層 敲　　石 ×
 １１９３ �２５８ ２００８．７３５ ２４５７．２９９ ５９．３０９ 東水田 中　層 刃　　器 ×
 １２３０ － ２０００．１４３ ２４４４．３２８ ５９．３４８ 南微高地 上　層 �　　片 －
 １２３１ － １９９９．８５６ ２４４４．６０２ ５９．３９２ 南微高地 上　層 挟み撃ち�片 ○
 １３３５ �２４９ ２００３．７６４ ２４５５．０６２ ５９．１７０ ＳＲ４底面 中　層 楔形石核 ○
 １３５４ �２４８ ２０００．０２７ ２４４２．９４９ ５９．３０２ 南微高地 上　層 楔形石核 ○
 １３８４ �２５６ ２００４．０４０ ２４５５．３４８ ５９．２１９ 東水田 中　層 錐 －
 １５５１ �２６０ ２０１２．１９５ ２４５７．７６１ ５９．２６４ 東水田 中　層 石　　鏃 －
 １５５２ － ２０１１．３４０ ２４５８．２６７ ５９．２８９ 東水田 中　層 楔　　か ○
 １５７３ �２５０ ２００８．５７１ ２４５２．０８４ ５９．１５１ 東水田 中　層 楔形石核 ○
 １６５７ － ２０１１．４０９ ２４５６．７７３ ５９．２７９ 東水田 中　層 チャート�片 ×
 １６８８ �２７４ ２００８．４４８ ２４４９．３６９ ５９．２５２ 東水田 中　層 磨　　石 ×
 １７２４ － ２００２．７７６ ２４４６．５９２ ５９．１４１ ＳＲ４ 中　層 楔　　か ○
 １８６４ － ２０１４．８９９ ２４３６．０１４ ５９．１６３ 西水田 上　層 �　　片 －
 １９４０ － ２００５．０２８ ２４５６．３１２ ５９．２３６ 東水田 下　層 自然石か ×
 ２０２５ － ２００３．４２９ ２４４３．７９２ ５９．０７５ ＳＲ４ 中　層 �　　片 －
 ２０３７ － ２００４．５９７ ２４４８．５７２ ５９．１２４ ＳＲ４ 中　層 楔　　か ○
 ２０４２ － ２００５．０２８ ２４４８．６０６ ５９．１８３ 東水田 中　層 挟み撃ち�片 ○
 ２１１０ － ２００３．９７６ ２４５７．６９２ ５９．２７３ 東微高地 下　層 挟み撃ち�片 ○
 ２１３４ － ２００８．１３１ ２４３１．２５７ ５９．１９６ 西水田 上　層 楔　　か ○
 ２１７７ �２６５ ２００４．９２５ ２４４３．０２８ ５９．１０６ 中央微高地 下　層 石　　鏃 －
 ２２１０ �２５２ ２０１６．２１１ ２４５５．３３０ ５９．２１０ 北微高地 下　層 楔形石核 ○
 ２３１４ �２６９ ２００２．１６０ ２４３０．４７１ ５９．１９３ 西水田 上　層 粘板岩刃器 －
 ２４３９ �２５５ １９９２．９４１ ２４２３．７４２ ５９．０８３ 西水田 上　層 錐 ○
 ２４４５ － ２００２．７７５ ２４４３．６８６ ５８．９７１ ＳＲ４ 最下層 �　　片 －
 ２４５６ － ２００３．６２２ ２４３０．６７４ ５９．１９１ 西水田 中　層 自然石か ×
 ２６０５ － １９９６．６５５ ２４２２．７２７ ５８．９９０ 西水田 中　層 挟み撃ち�片か ○
 ２６１０ �２６２ １９９１．２１９ ２４２７．３１８ ５９．２１６ 西南土手 中　層 石　　鏃 －
 ２６１４ �２４０ １９９２．３６９ ２４２８．６０６ ５９．０３８ ＳＲ８ 中　層 フリー�片 ×
 ２６２４ － １９９９．２９９ ２４２８．９７６ ５９．０３８ 西水田 中　層 自然石か ×
 ２６５１ �２６３ ２０１５．３７９ ２４３７．５７０ ５９．０５５ 西水田 中　層 石　　鏃 －
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表１０　つづき

 取上番号 報告番号 Ｘ座標 Ｙ座標 標　高 地点名 層位名 分　類 挟み撃ち
 ２７０４ �２４１ １９９１．７３９ ２４２５．９３９ ５９．０９２ 西南土手 下　層 フリー�片 ×
 ２７０８ － １９９０．５９７ ２４２９．２３２ ５９．２７６ 土　　手 上　層 �　　片 －
 ２８３６ － １９９１．９７９ ２４２５．３７４ ５９．１１７ 西南土手 下　層 挟み撃ち�片 ○
 ２８３７ － １９９２．１３１ ２４２５．８６９ ５９．１６０ 西南土手 下　層 挟み撃ち�片 ○
 ２９０３ － １９９３．００７ ２４２７．３２５ ５９．１１８ 西南土手 下　層 剥　　片 －
 ３０５６ �２５３ １９９３．３１８ ２４２８．７０７ ５９．０８８ 西水田 中　層 楔形石核 ○
 ３０５７ － １９９４．１５５ ２４２９．４３７ ５９．０６８ 西水田 中　層 粘板岩�片 ×
 ３１２９ － ２０１６．７９６ ２４４９．７３４ ５９．３４５ 北微高地 上　層 自然石か ×
 ３１５２ － ２００９．６６９ ２４５２．５８１ ５９．１１８ 東水田 中　層 �　　片 －
 ３２０９ － １９９１．５２７ ２４２３．５６３ ５８．９６６ 西水田 下　層 �　　片 －
 ３２１４ － １９９２．５６８ ２４２４．１４１ ５９．０１２ 西水田 下　層 �　　片 －
 ３２２３ �２４７ １９９４．６４９ ２４２５．７３１ ５８．９４２ 西水田 下　層 楔形石核 ○
 ３２４７ － １９９１．１９１ ２４２８．９４１ ５９．２５５ 土手 中　層 �　　片 －
 ３３１１ － ２００３．０４４ ２４４１．２０７ ５９．１４０ ＳＲ４ 最下層 挟み撃ち�片 ○
 ３４１６ �２５４ １９９４．４７６ ２４２２．７１１ ５８．８９８ 西水田 最下層 楔形石核 ○
 ３４５６ － １９９７．３９７ ２４２７．００３ ５８．９３３ 西水田 下　層 楔　　か ○
 ３４５９ �２４２ １９９７．８２５ ２４２７．０８８ ５８．９１３ 西水田 下　層 挟み撃ち�片 ○
 ３４９６ － ２０１０．１０１ ２４６０．７４２ ５９．３６７ 東微高地 中　層 挟み撃ち�片 ○
 ３５８２ － １９９７．１６１ ２４３７．７１１ ５９．２６０ 南微高地 上　層 自然石か ×
 ３５８３ － ２０１０．２８２ ２４５９．５２６ ５９．３１８ 東微高地 中　層 挟み撃ち�片 ○
 ３６１７ － １９９７．５１８ ２４３９．０９９ ５９．３３１ 南微高地 上　面 刃器か ○
 ３８５８ �２６６ １９９１．４９４ ２４４６．３０７ ５９．６０２ 南微高地 上　層 石　　鏃 －
 ３８６１ �２３９ １９９３．３７４ ２４４６．８１１ ５９．５１３ 南微高地 上　層 フリー�片 ×
 ３８８４ �２７５ １９９２．１１０ ２４１９．３３１ ５８．８５９ ＳＸ９南 最下層 台　　石 ×
 ３９０６ �２６４ １９９４．６９６ ２４４７．８６３ ５９．５３８ 南微高地 上　層 石　　鏃 －
 ３９１０ �２５９ １９９３．５６８ ２４４７．９１９ ５９．４８８ 南微高地 上　層 刃　　器 ○
 ３９２６ �２６８ １９９２．０２７ ２４４８．３３４ ５９．４８６ 南微高地 中　層 粘板岩刃器 －
 ３９７７ － １９９９．４３６ ２４３５．７３７ ５９．００５ ＳＲ４ 最下層 楔　　か ○
 ４０１３ �２７６ １９９５．８２３ ２４５１．７１５ ５９．６５４ 南微高地 上　層 台　　石 ×
 ４０１４ �２７３ １９９５．３４７ ２４５２．４８６ ５９．６７０ 南微高地 上　層 磨　　石 ×
 ４０８４ �２４３ １９８８．６４６ ２４４９．３４２ ５９．４００ 南微高地 中　層 挟み撃ち�片 ○
 ４１１２ － １９９６．０８７ ２４５１．１５２ ５９．４６８ 南微高地 上　層 自然石か ×
 ４１１３ �２７１ １９９５．９６５ ２４５１．６９１ ５９．５６６ 南微高地 上　層 敲　　石 ×
 ４１１７ �２４６ １９８９．７４３ ２４５９．６８５ ５９．６２８ 南微高地 上　層 石　　核 ×
 ４１２２ �２５７ １９８８．０６４ ２４６０．０３３ ５９．６３３ 南微高地 上　層 刃　　器 ○
 ４１８０ － １９８８．８５７ ２４５２．０８０ ５９．４４７ 南微高地 中　層 自然石か ×
 ４２０９ － １９９７．０２０ ２４５３．５００ ５９．４９９ 南微高地 上　層 自然石か ×
 ４２１１ － １９９７．２６０ ２４５４．６１５ ５９．５３２ 南微高地 上　層 �　　片 －
 ４２５９ － １９９０．５６１ ２４６５．８５１ ５９．８３１ 南微高地 上　層 �　　片 －
 ４４７６ �２４５ １９９２．９５７ ２４５５．０３６ ５９．４６９ 南微高地 下　層 挟み撃ち�片 ○

取上番号は図１１０参照。Ｘ，Ｙ座標は構内座標。「フリー�片」はフリーフレイキングによる�片。挟み撃ち欄の「－」は判断保留のもの。



りを分析すれば，そこで用いられている製作技術について，ある程度の情報を得ることが

できるし，場合によっては，製品からは見えてこない情報も引き出せるかも知れない。そ

こで，まず，�片の種類を把握することにする。�片石器製作においては，石材の選択が

重要であるから，ここではまず，近畿地方中部の�片石器に主体的な石材であるサヌカイ

トから記述する。

　サヌカイト�片　　３２点あり，そのうちで主�離面がフリーフレイキングによって形成

されていると思われるのは３点，挟み撃ちによって形成されていると思われるものは１７

点，打撃法を推定できないものが１４点ある。打撃法を推定できる�片のうち，代表的なも

のを図示した。�２３９～�２４１はフリーフレイキングによる�片。�２３９は表面の５０％以上

に原面を残し，先行�離の�離方向は主�離のそれと並行する。主�離の打点は飛んでい

るが，バルブの発達が顕著である。基端部に敲打痕が多く認められるが，そうした先行す

る打撃によって生じたひびなどが，主�離面のやや歪んだ形状を導いたのだろう。�２４０

は，�片の左縁端部。先行�離の方向は主�離のそれに対してやや斜行しているものや直

交するものがあり，たびたび打面の転移があったことがわかる。�２４１は，打面も残る完形

の�片で，表面は偏平で，先行�離は主�離と直交する�離方向である。�２４２～�２４５は

挟み撃ちによると思われる�片。�２４２は，先行�離は３方向からで，うち１方向は主�離

と直交する。最も古い先行�離面を構成する縁部を線状打面にしている。�２４３は，表面

の５０％近くに原面をもつ。先行�離は主�離と直交する�離方向でヒンジを生じている。

線状打面の打点付近の表面側には先行する階段状�離が多数みられる。主�離面のあり方

から，この�片が一度の打撃で�がれたのではなく，数度の加撃の末に�がされたことが

わかる。�２４４は�片の基端部で，左右の側縁は垂直割れによって残っていない。原面が

２０％ほど残る表面の先行�離の方向は，主�離と並行する。バルブが明瞭だが線状打面で

ある点と縦断面形から，挟み撃ちによると判断した。そしてそのバルブの存在から，この

�片が生じるときの石核は，例えば，�２４３の�片が生じるときの石核と同様の大きさだっ

たものと思われる。�２４５は，完形の�片で，バルブは顕著ではない。表面の階段状�離に

切られる先行�離の�離方向は主�離のそれとおよそ並行している。

　サヌカイト石核　　�２４６は，もともとは�２４０のようにフリーフレイキングによる�片

の左縁端部であったものに，�片�離が加えられている。刃部を生み出すような角度の緩

く深い�離ではないので石核とみなした。打面調整の途中で利用を断念したのかもしれな

い。�２４７～�２５４はいわゆる楔形石核（表１１）。�２４７は，先行する�離の方向はいずれも
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図１０７　�片石器（�２３９～�２４３�片，�２４６～�２５０石核，�２５５・�２５６錐，�２５７・
�２５８刃器，�２６０～�２６４・�２６７鏃）　 縮尺１/２
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表１１　楔形石器一覧

表１３　礫石器一覧

表１２　石鏃一覧

 番号 長 幅 厚 打面数・部位 打点欠損 垂直割れ 原面 備考 取上番号
 �２４７ ２９ ２０ ６ ２（両端） なし なし なし  ３２２３
 �２４８ ２３ ２７ ５ ３（両端＋１側縁） なし あり なし  １３５４
 �２４９ ４５ １５ ８ １（縁端） あり あり なし  １３３５
 �２５０ ３７ １２ ８ １（縁端） あり あり あり 垂直割れ面に原面 １５７３
 �２５１ ３７ １８ ７ ２（両端） なし あり なし  ４２２
 �２５２ ２７ ２２ ７ ２（両端） なし なし なし  ２２１０
 �２５３ ３０ ２７ ９ ２（両端） なし あり なし  ３０５６
 �２５４ ２３ １９ ６ ２（両端） なし あり あり 古い垂直割れ面を打面 ３４１６

長、幅、厚の数値は�。下線は欠損による残存を示す。　取上番号は図１１０参照。

 番号 長 幅 厚 基部形 基部調整 中央断面形 折損 原面 備考 取上番号
�２６０        なし 未製品 １５５１
�２６１        なし 未製品 なし
�２６２ ２３ １４ ３ 極凹？ 片面 両凸か 片縁・脚端 なし  ２６１０
�２６３ １９ １７ ４ 凹 両面 両凸 先端 なし  ２６５１
�２６４ ２１ １３ ３ 凹 両面 両凸 なし なし  ３９０６
�２６５ １６ １５ ３ 極凹 両面 平凸 脚端 なし  ２１７７
�２６６ １９ １４ ３ 凹 両面 菱形 なし なし  ３８５８
�２６７ １６ １５ ３ 極凹 両面 両凸 先端 なし チャート １１０２

長、幅、厚の数値は�。下線は欠損による残存を示す。　取上番号欄の「なし」は原位置取り上げをしていないもの。

 番号 長 幅 厚 重 機能部特徴 機能部位数 破損 備考 取上番号

 �２７０ ４７ ５２ ９ ２７ �離と擦切痕 １側辺 なし  なし
 �２７１ １２３ ８７ ５５ ７７２ 敲打痕 ２面＋２側面 なし  ４１１３
 �２７２ ６８ ５５ ４７ ２１９ 敲打痕 ２面＋１端面 面あり 破損後も使用 １１７７
 �２７３ ８４ １０２ ５８ ７１０ 研磨痕 ２面＋全側面 面あり  ４０１４
 �２７４ ９８ ９６ ４２ ４４６ 研磨痕 ３面 �離あり  １６８８
 �２７５ １９６ １２８ １１６ ２９１０ 敲打痕 １面 面あり  ３８８４
 �２７６ １８２ １２４ １３４ ４０３０ 敲打痕 １面 なしか  ４０１３

長、幅、厚の数値は�。重の数値は�。下線は欠損による残存を示す。　取上番号欄の「なし」は原位置取り上げをしていないもの。
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平行で，側縁には階段状�離は認められない。�２４８は垂直割れした楔形石核。側縁にも

階段状�離があるので，垂直割れで失われた対向する側縁との挟み撃ちもおこなわれてい

たことがわかる。この部位に垂直割れを起こすような打撃があったことから，楔として用

いられたのではなくて，意図的に垂直割れになるように割った可能性もあろう。なお，器

体の中央付近には夾雑物がある。�２４９・�２５０も垂直割れしている楔形石核。�２４９は，打

点は飛んでしまっている。先行�離の方向は主�離のそれと平行するが，どちらも器体の

長軸におよそ直交している。板状の素材の側縁からあまり遠くないところでの挟み撃ちに

よって垂直割れを起こしているが，この垂直割れに対向する側縁は切断されている。素材

の中心付近でなく側縁端に近い部分を叩いていることと，側縁端そのものは切断されてい

ることから，この楔形石核の形状は意図的に生み出されたものと思われる。すなわち，事

故的な垂直割れではなく，意図的に，�片獲得とは９０°異なる方向から加撃して垂直に

割った可能性が高い。�２５０は，垂直割れの割れ面に原面があることから，�２４９と同様の

意図を読みとることができるが，対向する側縁は欠損していない。打点がないのは飛んで

しまったからかも知れないが，器体上面は折断されたようにも思われる。先行�離の方向

は主�離のそれとおよそ並行し，器体の長軸に並行する。この他，図示していない楔形石

核も含めて，線状打面で階段状�離が認められる石核は８点は出土している。

　サヌカイト製品　　細部調整が施されて製品とみなせるものは，錐２点，石鏃７点，刃

器３点である。�２５５は錐。板状の素材を挟み撃ちで垂直に割ってその垂直割れの対向辺

を切断した楔形石核の，先端に細部調整を施して機能部を作出している。細部調整は，四

角形の断面の一組の対角部分しか行わない。先行�離の方向は主�離のそれとおよそ並行

し，器体の長軸とも並行する。使用痕は，高倍率の検鏡で，尖端部に磨滅による平坦面が

確認でき（図版４３－２），また尖端部付近はその他の部位よりも磨滅による光沢が進んでい

るようにも思われた。�２５６は断面三角形の錐で，器体のほぼ全面に細部調整が施されて

いるが，わずかに原面も残っている。使用痕は確認できなかったが，形状から錐と判断し

た。主�離と先行�離とは�離方向がおよそ並行している。尖頭でありながらやや湾曲し

ている形状が，主�離の面影を残しているとすれば，�２３９のような表皮�ぎ取りのフリー

フレイキングによる�片を素材にしていた可能性がある。細部調整の�離面を見てみる

と，陰瘤痕のようなネガ部やフィッシャーが明瞭な�離だけでなく，打点が点としては確

認できずにリングが発達している�離もあるので，押圧�離も併用されていると思われ

る。�２５７は細部調整がわずかに認められる�片石器。表面側に表面積の３０％程度の原面
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をもつ，挟み撃ちによると思われる�片を素材にしている。表面と主�離面の両面に縁端

側から角度の緩い細部調整を数箇所施しているので，�２４３のような�片とは区別し製品

と判断した。刃器の刃部再調整の可能性もあるが，使用痕は確認できず，また，大きな原

面を残していることから，石鏃などの未製品の可能性もある。�２５８は，口唇状打面を加撃

したと思われる横長�片を素材にした刃器。主�離に先行する�離は，主�離と並行する

�離方向である。基端部と左側縁に刃潰し状の階段状�離が施されている。表面中央部に

は，明瞭な打点をもつ�離面が認められることから，パンチによる間接打撃が行われたと

考えられる。また，その�離によって刃部側からの�離が切られているものがあるので，

もともとは障害でなかった基端付近の凸部が刃部再生によって器体中央部付近の凸部とし

て障害になり，それが取り除かれたのかもしれない。ただし，刃部だけでなく器体中央付

近にも，線状痕も磨滅痕跡も認められなかった。�２５９は，垂直割れした楔形石核のその対

向する側縁に，角度が緩く浅い連続する細部調整が認められるので，刃器と判断したが，

使用痕は認められなかった。�２６０～�２６６は石鏃で（表１２），打点や�離面の形状から推察

すると，押圧�離と間接打撃とを組み合わせて用いているようである。�２６０は石鏃の未

製品。主�離面側には細部調整が少なく，主�離面を広く残す側縁部があることから未製

品と判断した。主�離面が非常に平坦なので，挟み撃ちによる�片を素材にした可能性も

ある。先行�離は主�離と直交する�離方向である。�２６１も石鏃の未製品。表面に残る

凸状の隆起部があることと非対称形の形状から，未製品と判断した。先行�離の方向は主

�離のそれと直交する。基部には表面側の中央部にのみ，細部調整の�離がある。表面中

央の凸部を取り除けずに製作を断念したものと思われる。�２６２は，先行�離は主�離と

並行する�離方向である。基部の細部調整は表面側のみであるが，形状から製品と判断し

た。しかし，これ以外の石鏃の製品は，基部の細部調整�離は両面から行われている。�

２６３と�２６４は凹基の石鏃。�離面の磨滅が進んでいる�２６４は，幅狭である。この他，図示

していない石鏃もふくめて，基部はすべて凹基ないし極凹基である。

　その他の�片石器　　サヌカイト以外の石器では，チャートの石鏃と�片各１点，粘板

岩の刃器２点と�片１点が回収されている。�２６７はチャート製の極凹基の石鏃。細部調

整はサヌカイトの石鏃よりもやや浅く急角度にみえる。�２６８・２６９は粘板岩製の刃器だが，

どちらも明瞭な使用痕は確認できない。�２６８は横長�片を素材にしているが，主�離面

のフィッシャーが複数箇所に収斂しており，一度の打撃では�がれなかったことがわか

る。先行�離の方向は主�離と直交する。側縁と刃部対向辺に刃潰し状の細部調整が施さ
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図１０８　�片石器と礫石器（�２６８・�２６９刃器，�２７０石錘，�２７１・�２７２敲石，�２７３礫石器）
�２６８・�２６９縮尺１/２，�２７０～�２７３縮尺１/３



れる。�２６９は，縦長�片の一側縁である原面を刃部にしている。表面の側縁および刃部

対向辺に刃潰し状の細部調整が施される。先行�離は主�離と直交する�離方向である。

　�片石器の特徴　　�片�離による石器について，サヌカイトを中心に考えてみる。ま

ず，もともとの素材については，フリーフレイキングによる大型の�片が少ないこと，挟

み撃ちによる�片が圧倒的に多いこと，原面をとどめている�片が一定量あることから，

せいぜい拳大くらいの大きさのものが多かったと思われる。ただ，その程度の大きさにも

かかわらず，製品で原面をもつのは�２５６の錐と石鏃未製品の可能性もある�２５７の２点だ

けである点や，�２３９のように原面の占める割合の高い大型の�片がある点から，原面を意

図的に排除する傾向があったことはうかがえる。また，�片と製品とを問わず，そしてフ

リーフレイキングと挟み撃ちとを問わず，打面の転移が頻繁におこなわれているようであ

る。こぶりの刃器や錐や石鏃のような製品の場合は，志向する機能部ないし機能形態を生

み出すまでに，定型的な�片�離技術ないし技法がなくても充分に対応できるからであろ

う。すなわち，こぶりの刃器ではフリーフレイキングで鋭い縁端をもつ�片を獲得できれ

ばよく，錐や石鏃では細部調整までにある程度の薄さの板状素材を挟み撃ちなどで獲得で

きればよいのである。さて，フリーフレイキングの痕跡を明瞭にとどめる�片は，法量が

大きくない上，数量も少ないので，その打撃法のみの技術形態が存在したとは考えにくい。

�２５８のような製品も，口唇状打面であることから，�片のあり方に一致せず，従って体系

的な技法の所産とはいえまい。むしろ，事故で割れても石核となった�２４６のように，原面

がなく法量が許容範囲内ならば，そのまま�片石器製作の流れにとどまっていたと思われ

る。実際に�２４６は，法量的には楔形石核と同程度であり，楔形石核の中にはこうした由来

のものもあった可能性はある。

　挟み撃ちが多用されていることは先に指摘した通りであるが，これは，同じ京都盆地に

位置する同時期の雲宮遺跡のあり方と矛盾しない〔中川１９９７〕。そのような打撃の典型的な

産物である楔形石核を見てみると，�２４９・�２５０のように�片�離をおこなわずに長軸方

向に垂直に割ったものと，�２４７・�２４８のように�片�離をおこなったものとがある。法

量で見てみると，前者は長軸は３５�を優に超え，後者は長軸３０�程度である。後者にも�

２４８・�２５４のような意図的と思われる垂直割れはあるが，それらは短軸での垂直割れであ

り，むしろ法量調整と思われる。こうした２種の楔形石核では，前者は錐の製作と，後者

は石鏃の製作と，それぞれ関わる可能性がある。すなわち，�２４９のような細長い形状を得

て�２５５のような錐を生み出す流れと，�２４８のような平たい矩形に近い四辺形の形状を得
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て（�２５７のような段階を経て）�２６０のような石鏃を生み出す流れである。ただし，個々

の�片の出土位置という点では，こうした推測を指示する状況はうかがえなかった。

　錐は２点あるが，それらは互いに，細部調整を施す位置も機能部の断面形状も異なり，

おそらく素材の生成要因も異なる。石鏃は，基部に片面調整のものと両面調整のものとが

ある点は，技術形態の差を示すのかも知れない。また，石鏃では，石材の質的な差異に起

因するかもしれないが，チャートとサヌカイトとで細部調整の角度に違いがある。このほ

か，石材による必然的傾向ではあるけれども，粘板岩製の刃器は板状の�片を素材にして

いる点で，サヌカイトの挟み撃ちによる板状素材の獲得と志向の同調性がうかがわれる。

　この地点の�片�離石器群の特徴を整理する。�サヌカイトでも粘板岩でも，素材は縦

断面形が平たくなるような板状である。�サヌカイトでは挟み撃ちが顕著である。�楔形

石核には少なくとも２種あり，一つは錐製作と，もう一つは石鏃製作と，それぞれ連関し

ていると思われる。�錐には未製品と思われる楔形石核と製品がある。�石鏃には未製品

と製品がある。�錐にも石鏃にも２種の技術形態がある。

　礫　石　器　　�２７０～�２７６は礫石器（表１３）。�２７０は，２７�をはかる抉りのある石器であ

る。平たい頁岩の一側縁を片面だけ打ち欠いてそこに切目を入れているが，対向する側縁

は加工していない。打ち欠き面とは反対の面の中央部には側縁の切目の延長線上にわずか

に切目が確認できる。打ち欠き面は平坦だが反対の面には瘤状のふくらみが軸線に斜行す

るかたちであるために，最終的に製品化を断念したのかもしれず，それならば切目石錘の

未製品といえる。�２７１は鰹節形をした粗粒砂岩製の完形の敲石で，７７２�をはかる。あば

た状の敲打痕が，２箇所ある面と１箇所ある面とがあり，側面には，雁行状に連続する箇所

もある爪形の敲打痕の集合部などの�落部が確認できる。�２７２は，破損面が１つある砂

岩製の敲石で，残存重量２１９�。敲打痕は，先端部に長軸１０�弱のあばた状の広がりが確認

できる。また，やや平坦な面とそれに対向する部分の，共に破損面際に，凹部がある。破

損面を見ると，前者の凹部は破損面と同時ないし後続して形成された可能性があるが，後

者の凹部は破損面に切られており，また，そこに打瘤のような微突部が確認できる。従っ

て，破損は，この残存部ではなく欠損部分を掌で保持して，凹部で対象物に加撃した結果

と思われるが，その後も，掌になかった方のこの残存部が使用された可能性があり，その

場合は，敲打痕をもつ先端部が最終的機能部だったと考えるのが妥当であろう。�２７３は

破損面を１つもつ石英斑岩の磨石で，残存重量は７１０�。二つの平坦面と側面全面に研磨

痕がある。一方の平坦面の破損面際には，直径２�程度の広がりをもつあばた状の敲打痕
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がある。破損面を見ると，この敲打

部から陰瘤痕状の扇形の窪みを確認

できるので，そこを基点の一つにし

て破損面が形成されていることがわ

かる。この残存部を掌に保持して敲

打した際に破損したと思われる。�

２７４は，機能面が３面ある花崗斑岩製

のほぼ完形の磨石で，４４６�をはかる。

�２７５は，破損面が１面ある砂岩製

の台石。残存重量２９１０�。機能面に

は，中央部分と思われる辺りに４�

四方程度の広がりをもって，線状の

敲打痕と，雁行状に連続する爪形の

敲打痕が多数みられる。破損面には，

その敲打痕を基点にした陰瘤痕状の

窪みが確認できるが，対向する辺に

は基点となるような部分が認められ

ないので，この台石自体は，堅いとこ

ろに据え置かれて挟み撃ちされるよ

うな状況では用いられなかったのか

もしれない。�２７６は断面逆台形の

砂岩製の台石で，４０３０�をはかる。

�２７１の敲石と隣接して出土してい

る（図１１０）。機能面には，５�×３�

ほどの広がりに，�２７５と同様に，線

状の敲打痕と，雁行状に連続する爪

形の敲打痕が多数みられる。

　礫石器については，雁行状に連な

ることもある爪形の敲打痕をもつも

のについて考えてみる。礫石器の使
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図１０９　礫石器（�２７５・�２７６台石）
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用痕研究はあまり進んでいないけれども，砂岩の台石の上でサヌカイトの板状の素材�片

に挟み撃ちをおこなった実験では，機能面にこのような敲打痕が確認されることがある

〔松田１９９９〕。そこで，�２７１・�２７５・�２７６の敲打痕をそうした作業にも大きく関わった

痕跡と判断することも許容されよう（図版４３－２）。こうした使用痕からの想定は，挟み撃

ちによる�片や楔形石器が多くみられる�片石器の全体的様相と整合的である。ハンマー

の可能性があるのは�２７１で，その側面が機能部となっていたと考えたい。台石について

みてみると，�２７６を両方の太股に長軸が脚と並行するように挟み込むと収まりがよいが，

その保持状態は，�２７５の破損面の特徴に整合的である。さて，右利きの行為者が�２７６を

そのように固定したとすると，左上がりになる敲打痕は，右手のハンマーを振り下ろすと

きのハンマーの軌跡とおよそ並行することになる。爪形の敲打痕が板状のサヌカイト�片

との接触で生じたとみなせば，この台石に据えて挟み撃ちをしたのであれば，垂直割れを

生じさせようとしていたといえるかもしれない。そして�２７５についても同様に考えるこ

とが許容されるならば，その右上がりになる敲打痕は，右手のハンマーを振り下ろすとき

のハンマーの軌跡と直交することになり，その台石を用いて板状のサヌカイト�片からさ

らに�片を取る�離をおこなっていたといえるかもしれない。このように，２点ある台石

の敲打痕の方向がそれぞれで異なる点は，サヌカイトの板状素材に対して２種の加撃方法

の推測された楔形石核（とそこから派生する錐と石鏃）のあり方と一致しており，非常に

興味深い。敲石や台石の出土した地点と，挟み撃ちを用いた痕跡のある�片石器の出土地

点とでは，後者が原位置を保っていない可能性が高いこともあって，特筆できるような相

関関係は見られないが，前者においては，ハンマーと思われる�２７１と台石である�２７６と

が隣接して出土している。

　石器の分布（図１１０）　　水田の造営に時期的に近い遺物包含層上部（表１０の「上層」）

から出土した石器の分布傾向について触れておく。後の東水田になる辺りや中央微高地で

は，上層出土の石器が６点あるが，そのいずれもが，挟み撃ちの痕跡をもち，また製品で

はない。これに対して，南微高地では石鏃や刃器や研磨痕・敲打痕をもつ礫石器など製品

が比較的高率に出土しており（上層出土の１４点のうちの６点），後の西水田になる一帯で

も，上層出土は製品２点のみ（錐と粘板岩製の刃器）である。点数が少なく，また�片な

どの出土石器は原位置を維持していない可能性が高いとはいえ，�片と製品の分布におけ

る差異は指摘できる。土器片の出土傾向が異なることに照らしても（図９７），南微高地は場

の機能が異なっていたと思われる。
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１７３

　４　弥生前期水田のプラント・オパール分析

　� 試料の概要（図９０・９１）

　東水田の地点１（図９０－▲１）で，地層断面から垂直方向に８サンプル（図９１），西水

田の地点２～１０（図９０－▲２～▲１０），東水田に近接する地点１１（図９０－▲１１・図９１）と

水田域外の地点１２（同▲１２・図９１）の各最上層で１１サンプル，計１９サンプルを採取した。

なお，今回は検出状況を中心に略述し，詳細な考察は後日機会を改めておこなう。

　� 分析結果（図版４４，図１１１）

　東水田の地点１では，上部の１ａ層と２ａ層からイネの機動細胞プラント・オパールが

わずかに検出された。全般的に検出数と量がきわめて少なく，１ａ層～７ｂ層（図１１１中の

各層に対応）の全層が洪水堆積物と考えられる。１ａ層中には炭化物がみられ土壌化して

いることから，地点１で水田が営まれたのは同層準のみであろう。なお，下層の２ａ層は

レンズ状に挟在しており，同層準で稲が栽培されていた可能性は低く，同層から検出され

るイネは上層からの落ち込みとみられる。

　また，その他のプラント・オパールの検出状況をみると，ウシクサ族やタケ亜科などが

わずかながら検出され，やや高燥な土地条件が考えられる。ただし，火山ガラスも同様に

みられることから，洪水による地層堆積時のプラント・オパールも含有されていると考え

られる。

　西水田の地点２～１０では全試料からイネが検出された。しかし，その数や量は東水田と

同様に少なく，両者の水田の造営期間は長くなかったとみられる。なお，西水田では畦畔

と水田面で試料を採取したが，両者に出現傾向の顕著な違いはみられなかった。

　また，その他のプラント・オパールの出現傾向は地点１と同様で，やや高燥な土地条件

を示す植物に代表される。こうした地層を利用した水田の造営であったとみられる。

　さらに，地点１１は東水田に隣接するが，ここからもわずかながらイネが検出されている。

水田域を離れた地点１２からは未検出であった。

　� ま　と　め

　このように，今回の分析結果は，約７００�あまり西南方に位置する２２０地点（ＡＯ２２区）

の弥生前期水田の場合〔外山２００２〕とは異なり，全般的にプラント・オパールの検出数と

量が少なく，また低湿な土地条件を示す植物はみられない。洪水堆積物を一時的に利用し

た稲作のあり方が考えられる。

弥生前期水田のプラント・オパール分析
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図１１１　プラント・オパール検出状況（試料採取地点は図９０・９１参照）



１７５

　５　弥生中期～近世の遺跡

　� 遺　　　構（図版２９～３２，図１１２～１１４）

　黄色砂より上層は，校舎基礎による攪乱範囲が広く，包含層は調査区中央一帯を中心に

島状にのこるにすぎない。以下おおむね時代順に説明する。

　弥生中期～古代の遺構（図１１２）　　黄色砂上面の地形とあわせて表示する。ただし北東

部は，中世の段階で表面の削平が著しいと判断されるので，等高線を省略する。

　ＳＲ１・ＳＲ３は，層位の項で述べたように，弥生中期に生じて以降平安時代にかけて

埋積していった自然流路の痕跡（図版３１－４～６，図版３２－１）。図中で梨地で表示したの

は，黒褐色の粘質土が埋積していた流路状の窪みの範囲で，おおむね平安時代直前の様相。

ＳＲ２は，Ｙ＝２４３０付近の東から西へ下る斜面裾に沿ってはしる幅１．５�深さ５０�程度の

浅い自然流路。白色の砂礫層が埋積する。出土遺物はないが，層位的にみて平安時代のう

図１１２　黄色砂上面の地形と弥生中期～古代の遺構　縮尺１/５００

弥生中期～近世の遺跡



ちに形成され埋積したものといえる。この斜面そのものは，弥生中期段階にＳＲ３により

黄色砂が削られることで形成された地形に由来すると想定される。したがってＳＲ２は，

斜面西側が埋積していく過程で裾部に一時的に生じた流れといえよう。

　ＳＸ４は，東西６�南北２�程度の範囲で，窪みに堆積した黒色粘土層中に礫がまと

まっていた（図版３２－１・２）。礫の大きさは径１０�を頂点に，６�から１４�までで８０％以

上を占める。人工遺物はともなわない。平安時代以前の段階で，近辺からの転石が自然の

営為により集まったものである可能性と，平安時代中期の土地利用に際して，地業として

人為的に石を集めたものである可能性の双方が想定され，いずれとも決めがたい。

　ＳＸ５・ＳＸ６は，ＳＲ１北肩の黄色シルト層上面～上部にかけて，弥生中期後葉（畿

内�期）の土器�２８６・�２８７の破片がまとまっていたもの（図版３２－４・５）。ＳＸ５に

ついては次節で詳述する。東壁際のＳＸ６は，大型の甕の破片が散在し，ＳＸ５よりも密

集度は粗い。口縁から底部まで器形をうかがうことは可能だが，全体の４分の１程度の破

片しかなく，調査区外に続いている可能性がある。なお，近接して石�丁�２８１も出土して

いる（同６）。これらは，流路ＳＲ１が形成されて後の比較的早い段階の遺構とみられるの

で，流路を形成する洪水の発生は，弥生中期後葉までの間であったことがわかる。

　ＳＤ１４０・ＳＤ１４１・ＳＤ１５３・ＳＤ１５４は黒褐色土を埋土とする溝。ＳＤ１５４は遺物が出

土しておらず，明確な時期は不明だが，埋土から平安時代以前であることは確実。そのほ

かはいずれも平安時代中期の１０世紀代の遺構。また，遺物は出土しないものの，ＳＤ１５３と

同様な幅３０�前後の浅い小溝が多数検出されている。ＳＲ１に沿うような方向性がうかが

われることから，平安時代においてはＳＲ１が埋積しきらず，土地利用や土地区画を規制

していた可能性が高いといえる。

　中世の遺構（図１１３）　　中世を通じて，調査区西半Ｙ＝２４３０付近を南北に，Ｘ＝１９９０付

近を東西にはしるＬ字状の段差が形成されている。中世の遺構は，この段差より東方で

は，黒褐色土ないし黄色砂の上面ですべてが検出される。段差以西の低くなっている範囲

では，灰色砂質土から茶褐色土の上面にかけてで検出される。ほとんどが中世後半期に帰

属するとみられる。ここでは各時期をまとめて示した。

　遺構の大半は幅２０�深さ５�程度の小溝で，全域でみつかる。若干方位を東に振った南

北方向が主で，少数それに直交する東西方向がある。耕作にともなう鋤溝に類するものだ

ろう。段差の内部では明灰色土の上面まで顕著に検出され，それ以下はみられなくなる。

　ＳＥ２～ＳＥ１０は，径１�～１．５�程度深さ最大で５０�前後の円筒形の土坑。特徴から

１７６
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１７７

野壺とみられ，段差東南隅のコーナー付近では多数が切り合って存在する。ＳＥ２から灰

釉系陶器（天目）が出土しているほかに遺物はほとんど出土しないが，近世遺物包含層を

除去したのちに検出されることから，中世後半期には機能していたものとみられる。

　ＳＸ１～ＳＸ３は集石遺構。ＳＸ１・ＳＸ２は，拳大程度の礫がまとまっていたもので，

耕作時に障害となるものを寄せ集めたものとみることもできる。これに対してＳＸ３は，

人頭大程度までの比較的大きな礫を含み，南北方向に１０�ほどの細長い列状を呈している

（図版３１－３）。区画施設であった可能性もあるが，礫の大きさは不揃いであり，密度も粗

い。茶褐色土中で検出されるものであるから，中世後半期の所産とみられる。このほか，

灰色砂質土の上面で，径５０�程度に小礫が集まる５箇所を検出し，小集石群としている。

南北に並ぶことから，なんらかの建物の基礎である可能性も考えられる。遺物をともなわ

ないが，検出層位からみて中世前半期の遺構とみられる。

弥生中期～近世の遺跡

図１１３　中世の遺構　縮尺１/５００



　ＳＤ１３４・ＳＤ１３５は，南北方向の段差の裾に沿って，２条が並行してはしる中世後半期

の溝。他の溝群と比べてひとまわり大きく深く，北に向かって下るようにしっかりと掘ら

れている。斜面からの水や砂の流入を防ぐ役目を果たしていたものであろうか。

　近世の遺構（図１１４）　　Ｙ＝２４３０およびＹ＝２４６０付近に，東から西へと下る段差の存在

が確認される。前者については中世以前から存在していたものが継承されているが，かな

り直線的に整えられたものとなっている。段差の内部においては，土壌の状況から，この

時期は水田であったものと想定され，段差方向に沿った幅５０�程度のごく浅い溝列が，灰

褐色土�上面で確認されている（図版３１－１）。耕作時の痕跡である可能性が高い。段差の

上面においては，すべてを図示していないが，農耕用の柵のものとみられる１５�四方程度

の正方形のピットが全域で多数あるほかに，顕著な遺構はみられない。

　ＳＥ１は，漆喰を枠とする野壺。大半を破壊されていた。段差を切って構築されている

ので，近代以降に下る可能性もある。ＳＥ１１は幕末期の井戸。遺構面から２�以上攪乱で

１７８
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図１１４　近世の遺構　縮尺１/５００



１７９

破壊され，底部３０�ほどを検出し得た。底面の標高は５８．７０２�。径１�ほどの正円形で，

刻印をもつ桟瓦片や木製品の残骸が出土した（図版３１－２）。遺物の内容から，慶応２（１８６６）

年に設置されたとされる土佐藩邸に附属する遺構とみられ，調査地点が藩邸敷地内に含ま

れていたことが確認された。南側の２０８地点においても，刻印桟瓦を出土する同期の井戸

を確認しているが〔浜崎ほか１９９５　図５９〕，井戸底の標高は今回よりおよそ２．５�低い。

　� 遺　　　物（図版４５～４８，図１１５～１２２）

　弥生・古墳時代の遺物（図１１５）　　ＳＸ５・ＳＸ６出土の２個体，ＳＲ１・ＳＲ３の埋

土および上層への混入品として土器が少量出土している。石�丁は後に詳述する。

　�２７７～�２８０は受け口状を呈する口縁部片。�２７７は，外反気味に立ち上がる口縁端部

が細く尖るように横撫でされ，細いＶ字状刻みを施す。�２７８・�２７９は，まっすぐ上に立

ち上がり，口縁端部も面をもつ。�２８０はやや薄手で外方に向かって立ち上がる口縁部で，

端部は丸く収める。いずれも小片で確実さに欠けるが，�２７７は弥生中期後葉の�期，�

２７８・�２７９は弥生後期前半，�２８０は同後期後半の範疇かと想定しておく。

　�２８２は円筒埴輪。外面に断面長方形の突帯が貼り付けられ横位に刷毛調整される。黄

白色の胎土をもつ。�２８３～�２８５は須恵器で，それぞれ２段の透かし窓の部分が残る高杯

脚部片，短い立ち上がりを有する杯身片，波状文が施される高杯杯部片。これらは５～６

世紀代のもので，周辺に集落や墳墓が存在した可能性を示唆している。

　�２８６はＳＸ６出土の甕。復元口径３１．２�，器高４０．５�。口縁部は短く外折し，横撫でに

より端部がわずかに上方へ肥厚する。端面は浅く凹み，下端に薄い板状工具の木口による

斜位方向の繊細な刺突がめぐる。胴部外面は，上半が縦位の刷毛，下半は粗く削りあげて

おり，砂粒の移動・脱落痕が著しい。底部付近には一部再び刷毛調整が重ねられる。内面

は，上半は平滑に整えられ，下半を軽く削り上げる。底部付近は撫で上げられ，底面は指

頭圧痕の凹凸が著しい。削りと撫での境界は器壁の厚さや傾きの変換点となっており，製

作上の単位を反映するものとみられる。暗茶褐色を呈し，大粒の石英砂粒を多量に含む。

弥生中期後葉の�期，瀬戸内系甕の系譜をひいた在地色の濃い製品といえる。

　�２８７はＳＸ５出土の壺。復元口径２５．８�，器高３６．０�。頸部より上は強く横撫でされ，

屈曲して立ち上がる口縁部の側面と端面に凹線を１条もつ。胴部外面は全面刷毛調整で，

下半は縦位に，上半は向かって左上がりの斜位に，それぞれ底部側から上へ流れるように

浅く施される。底部周辺のみ縦位の粗い箆磨きがされる。底部は凹み底で，反時計回りに

ひと撫でされ，外縁に小さな箆刻みがめぐる。内面は，底部付近が撫で，それより上は縦

弥生中期～近世の遺跡



位の刷毛調整で，底部側から上へ向かって浅く長くおこなう。�２８６と同様，底部付近の撫

でと刷毛調整の境界が器壁の厚さや傾きの変換点となっており，製作上の単位を反映す

る。一見すると�期の近江系受け口状口縁甕を想起させるプロポーションだが，技法的特

徴から中期後葉の�期に位置づけられ，底部の別作りと尖底化の指向を重視するならば，

より�期に近い�期末葉の製品と評価する。

　石　�　丁（�２８１）　　濃紺色を呈する粘板岩製の片刃の石�丁で，長さ１３７�，幅３８�，

厚さ６�，重さ４４�をはかる。ＳＸ６に近接して黄色シルトから出土したので，弥生中期

後半に帰属すると判断する。素材獲得ないし整形の痕跡と思われる背部の多数の階段状�

離は，稜がかなり磨滅しているが，Ｂ面の刃部右辺の階段状�離も同様の�離の痕跡であ

るとすれば，器体全体は，刃央部がわずかに研ぎ減りしていると考えられるものの，未使

用時の法量を比較的よくとどめていると思われる。上面に水田が営まれていた黄灰色・暗

灰褐色シルト質土出土の�２６８と，石材・厚さ・刃部角・背部加工方法という点で特徴を

共有するが，�２８１は法量がそれよりも一回り大きく，また器面を研磨している点で異な

る。Ａ面は器面が平滑で研磨痕を明瞭に残すが，Ｂ面は器面が粗く研磨痕も確認できな

い。使用痕は（図版４５右上），Ａ面にはほとんどまったく確認できない。Ｂ面には，植物

質を対象としたときの光沢とは一致しないけれども，わずかに光沢が確認できる部分があ

る。刃部には，中央付近に刃縁に直交して，研磨による線状痕とは異なる線状痕がある。

　孔は３つある。側縁寄りの孔（断面ａ）とその隣の孔（断面ｂ）は，最小径もＡ面側の

最大径も孔断面形もほぼ同様であるのに対し，器体中央の孔（断面ｃ）は他の二孔とそれ

らがわずかずつ異なる。孔の上場については，Ａ面側で磨滅を認められるのは，器体中央

の孔では真ん中の孔側，両者に挟まれた真ん中の孔では両側の孔側と背部側であり，側縁

寄りの孔にも真ん中の孔側にわずかに認められる。Ｂ面側で磨滅を認められるのは，器体

中央の孔では背部側と真ん中の孔側，真ん中の孔では背部側と器体中央の孔側である。側

縁寄りの孔のＢ面側には上場の磨滅は認められない。こうした孔の上場の磨滅を紐掛け用

の角減らしないし紐擦れによる磨滅と考えるならば，３つの孔が同時に機能しえたかは不

明であるが，側縁寄りの孔は紐穴としてはほとんど機能していないものと思われる。その

原因として，この孔付近の背部からの素材獲得ないし整形時の加撃によって潜在的に生じ

ていたひびと，その後のこの孔の穿孔時のさらなる衝撃によるひびとが，この孔のＡ面側

の上場にわずかに磨滅痕跡を残す程度の使用段階に貫通して，孔のＢ面背部側の器面が�

落したことが指摘できる。
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１８１

　古代の遺物（図１１６）　　�２８８～�２９３は黒灰色砂質土出土遺物。�２８８は土師器皿。

「て」字状口縁手法Ｂ１類。�２８９は土師器甕。頸部内面に箆状工具先端の刺突による斜線

がめぐっている。�２９０は黒色土器Ａ類の椀。�２９１は灰釉陶器底部。貼付高台で，外面は

回転箆削り。内面は，見込みに重ね焼きの痕跡が円形に残り，その内側が露胎，外側に透

明の灰釉が薄くのる。�２９２は緑釉陶器底部。黄白色の胎土をもつ軟質焼成で，全面に淡

緑色の施釉。底部は削り出しの偏平な円盤高台。�２９３は須恵器杯蓋。宝珠形のつまみを

もち，外面は全面回転箆削りする。

　�２９４～�３１５は灰色砂質土出土遺物。�２９４～�２９７は土師器皿。�２９４はＢ１類，�２９５

はＢ２類，�２９６はＢ３類，�２９７は二段撫で手法Ｃ２類。�２９８は土師器甕。�２９９は黒色土器

Ａ類の椀。�３００～�３０５は緑釉陶器底部。�３００は灰白色胎土の軟質焼成で，底部外面以

外に淡緑色施釉。削り出しの輪高台。�３０１は白色胎土の軟質焼成で，釉は�落して不明。

底部は削り出しの輪高台。�３０２は硬質焼成で，全面に緑色施釉。丈の高い貼付高台を有

する。�３０３は硬質焼成で，底部外面以外を淡緑色施釉。削り出しの蛇ノ目高台だが，底面

中央は削りが及ばず回転糸切痕がのこる。内面は全面箆磨き。�３０４は硬質焼成で，底部

外面以外を淡緑色施釉。削り出しの輪高台で，高台周辺以外は箆磨き調整。�３０５は灰白

色胎土の軟質焼製。釉は不明だが，当初より施釉されていない素地である可能性もある。

わずかに外へ踏ん張る形態の貼付高台で，底面には回転糸切痕がのこる。�３０６～�３１２は

灰釉陶器。いずれも貼付高台だが，�３０９～�３１１は丈高で内彎気味の「三日月高台」とよ

ばれる形状を示す。�３０６～�３０８の高台も，丈は低いが類似した特徴を示す。これら６点

はいずれも底部外面は回転箆削りと撫で調整。釉は体部に刷毛塗りで白濁気味の透明釉。

なお�３０８は底に「大」の墨書があり，�３１１は見込みに１�幅の墨書き線が残されている。

�３１２は特徴が異なり，底部外面に回転糸切り痕が残る。釉も体部に浸け掛けする。�３１３

は越州窯系青磁で，斜め上方にまっすぐ立ち上がる口縁部。�３１４・�３１５は須恵器。�３１４

は口縁端部が玉縁状に肥厚する鉢，�３１５は胴部が強く張る短頸の壺。

　�３１６～�３２２は灰茶褐色砂質土出土遺物。�３１６は土師器皿でＢ１類。�３１７～�３２０は緑

釉陶器底部。いずれも全面施釉。�３１７～�３１９は，黄白色の軟質焼製で，削り出しの円盤

状高台をもつ。釉調はそれぞれ淡黄緑色，淡緑色，黄緑色を呈する。�３２０は硬質焼製で，

削り出しの輪高台をもち，濃緑色を呈する。�３２１は灰釉陶器底部。三日月高台を有し，底

部外面は回転箆削り調整。�３２２は須恵器鉢の口縁部。�３１４と同種だが，口縁端部の玉縁

状肥厚に鋭さが失われている。

弥生中期～近世の遺跡



　�３２３～�３２６はＳＤ１４０出土遺物。�３２３は土師器皿でＢ１類。�３２４は灰釉陶器底部。断

面三角形の貼付高台を有する小片である。�３２５は灰釉陶器段皿の口縁部。残存する全面

に施釉されている。�３２６は管状土錘。黄白色の土師質焼成で，一端に黒斑がある。

　�３２７はＳＤ１５３出土遺物で，土師器皿Ｂ１類。�３２８はＳＤ１４１出土遺物で，須恵器杯蓋。

口縁部のみの小片である。�３２９は緑釉陶器耳皿。明灰色土より中世の遺物に混じって出

土。硬質焼成で，まだらに濃緑色の釉が全面にみられる。こぶりの貼付高台をもち，見込

みに一条の圏線がめぐる。�３３０は表土掘削時採集の須恵器小壺。胴部に「君」と読める

刻書がある。底部は回転糸切痕がのこる。

　以上は，平安時代中期，９世紀後葉～１０世紀前葉を中心に，少量１１世紀代に下るものを含

む内容である。とくに黒灰色砂質土については前者に限定され，灰色砂質土や灰茶褐色砂

質土に，新しい時期が微量含まれるといえる。総量が多くはないが，土師器よりも緑釉陶

器や灰釉陶器の優品が目立ち，遺存度もよい。残念ながら遺構にともなうまとまった出土

ではないが，南側の２０８地点などの成果からも指摘されていたように，調査地一帯が平安中

期に重要度の高い空間であったことをあらためて裏付ける内容といえる。

　中世の遺物（図１１７～１２０）　　�３３１～�３５５は灰茶褐色土出土遺物。�３３１～�３３６は赤

褐色を呈する土師器小皿。�３３１は二段撫で手法Ｃ３類。�３３２は一段撫で手法Ｄ３類，�

３３３はＤ５類，�３３４はＤ６類，�３３５はＥ１類。�３３６は口縁端部を上方に軽くつまみ上げただ

けのような浅い器形で，系統を異にすると思われる。�３３７・�３３８は土師器大皿で，それ

ぞれＥ１類とＥ４類。�３３９は口径２３�をはかる特大の皿で，口縁部形態はＤ５類。オオヤツ

カサと呼ばれる種類のものだろう。�３４０は灰白色の小椀。底部は凹む形態とみられる。

�３４１は同種の胎土の小形の受皿。�３４２は土師器羽釜。黄白色の胎土で，小形品である。

�３４３は瓦器椀。口縁端部内側に細い沈線が一条はしり，内面は密に箆磨きされている。

�３４４は瓦器羽釜ミニチュア。�３４５は瓦器鍋。炭素吸着が不十分で，全体に灰色を呈す

る。�３４６～�３４８はいずれも龍泉窯系の青磁とみられる皿や椀。�３４９は青白磁皿。薄い

器壁で，内面に段をもつ。�３５０～�３５２は白磁で，口禿の皿口縁部と椀の底部。高台周辺

の外面は露胎である。�３５３は須恵器すり鉢の口縁部。端部は上方に大きく肥厚する。�

３５４は灰釉系陶器のミニチュア皿。�３５５は鬼瓦。左側の脚端部で，斜方向の刻線と大部分

が�落している珠文帯がある。

　�３５６～�３６０は暗茶褐色土出土遺物。�３５６は灰色を呈する土師器皿で，Ｆ４類。口唇部

に煤が付着する。�３５７は赤褐色を呈する土師器皿で，Ｅ４類。�３５８は灰白色の凹み底小
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弥生中期～近世の遺跡

図１１５　ＳＲ１北肩黄色シルト出土遺物（�２７７弥生土器，�２８１石�丁），ＳＲ１砂礫出土遺物（�
２８３須恵器），ＳＸ５出土遺物（�２８７弥生土器），ＳＸ６出土遺物（�２８６弥生土器），ＳＲ
２出土遺物（�２８５須恵器），ＳＲ３出土遺物（�２７８～�２８０弥生土器，�２８４須恵器），灰
色砂質土出土遺物�（�２８２埴輪）　 �２７７～�２８５縮尺１/３，�２８６・�２８７　縮尺１/６
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図１１６　ＳＲ１黒灰色砂質土出土遺物（�２８８・�２８９土師器，�２９０黒色土器，�２９１灰釉陶器，
�２９２緑釉陶器，�２９３須恵器），灰色砂質土出土遺物�（�２９４～�２９８土師器，�２９９
黒色土器，�３００～�３０５緑釉陶器，�３０６～�３１２灰釉陶器，�３１３青磁，�３１４・�３１５
須恵器），ＳＲ１灰茶褐色砂質土出土遺物（�３１６土師器，�３１７～�３２０緑釉陶器，�３２１
灰釉陶器，�３２２須恵器），ＳＤ１４０出土遺物（�３２３土師器，�３２４・�３２５灰釉陶器，
�３２６土錘），ＳＤ１５３出土遺物（�３２７土師器），ＳＤ１４１出土遺物（�３２８須恵器），明
灰色土出土遺物�（�３２９緑釉陶器），表土出土遺物（�３３０須恵器）
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椀。�３５９は青磁合子の蓋。�３６０は青磁椀の底部で，見込みに花文が線で描かれる。高台

の内側は露胎。

　�３６１～�３６８は明灰色土出土遺物。�３６１～�３６４は赤褐色を呈する土師器皿で，それぞ

れＣ３類・Ｄ６類・Ｄ３類・Ｅ４類。�３６５・�３６６は灰白色を呈する土師器椀，�３６７は同種

の胎土の受皿。�３６８は青磁梅瓶の蓋。内側は露胎で回転糸切痕が残る。

　�３６９～�３７８は暗灰色土出土遺物。�３６９～�３７２は赤褐色を呈する土師器皿で，それぞ

れＥ４類・Ｅ４類・Ｆ２類・Ｆ３類。�３７３は白磁合子のミニチュア。�３７４は灰釉系陶器の椀

底部。いわゆる古瀬戸で，底部は削り出しによる低い高台で露胎。内面に黄緑色の施釉。

�３７５は灰釉系陶器皿。これも古瀬戸で，わずかに残る見込みに卸し目が確認される。�

３７６は須恵器すり鉢の口縁。端部は強く外反したのち上方へ肥厚する。�３７７は陶器壺の，

細い頸部から強く張る胴部にかけての部分。外面には１条の沈線がめぐる。内面には縦位

の刻線が口縁部に向かってのびる。常滑窯の三筋壺の系譜に連なる製品であろう。�３７８

は陶器すり鉢の口縁で，８条の卸し目がある。備前とみられる。

　�３７９～�４０２は茶褐色土出土遺物。�３７９～�３８６は褐色を呈する土師器皿。�３７９・�

３８３はＥ４類，�３８０～�３８２はＦ１類，�３８４・�３８５はＦ２類，�３８６はＦ３類。�３８７・�３８８

は灰白色を呈する土師器凹み底小椀。�３８９は同種の胎土の受皿。�３９０は土師器ミニチュ

ア羽釜で，黄白色を呈する。�３９１は瓦器火鉢の口縁。側面に重四角文のスタンプがめぐ

る。�３９２は青磁洗の口縁。厚手の器壁で外面に鎬連弁文がめぐる。�３９３・�３９４は白磁

で，底部と輪花の皿。いずれも釉調がくすんだ白色で，胎土もやや粗放である。�３９５・

�３９６は灰釉系陶器の皿。いわゆる古瀬戸で，�３９５の底面をのぞき，淡黄緑色に施釉され

ている。�３９７はこの種の古瀬戸の鉢。短く外反する口縁部をもつ。�３９９は陶器皿。高台

内側を除き白色の長石釉がかかる志野。�４００は陶器すり鉢口縁。短く外反する口縁部で，

内面に６条の卸し目がある。長石粒を含む赤褐色の胎土で，信楽とみられる。�４０２は陶

器の底部。暗赤色の胎土で，内面に暗褐色施釉を地とした黒色の筆書き文様がみられる。

特徴から唐津の可能性が高い。

　�４０３・�４０４は段差際の暗黄灰色土（図８８－ｂ層）出土遺物。�４０３は青磁椀。高台内

側以外を全面に黄褐色施釉。見込み中央にくずれた花文風の文様がある。�４０４は陶器輪

花皿。白色の長石釉が厚くかかる志野。

　�４０５～�４１１は黄灰色土出土遺物。�４０５～�４０８は土師器皿で，�４０５はＥ４類，�４０６は

Ｆ３類，�４０７はＦ２類，�４０８は見込みに浅い圏線状のものがが１条めぐり，Ｆ類よりも後

弥生中期～近世の遺跡
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図１１７　灰茶褐色土出土遺物（�３３１～�３４２土師器，�３４３～�３４５瓦器，�３４６～�３４８青磁，
�３４９青白磁，�３５０～�３５２白磁，�３５３須恵器，�３５４灰釉系陶器，�３５５鬼瓦），暗茶
褐色土出土遺物（�３５６～�３５８土師器，�３５９・�３６０青磁），明灰色土出土遺物�（�
３６１～�３６７土師器，�３６８青磁），暗灰色土出土遺物（�３６９～�３７２土師器，�３７３白磁，
�３７４・�３７５灰釉系陶器，�３７６須恵器，�３７７・�３７８陶器）



１８７

弥生中期～近世の遺跡

図１１８　茶褐色土出土遺物（�３７９～�３９０土師器，�３９１瓦器，�３９２青磁，�３９３・�３９４白磁，�
３９５～�３９８灰釉系陶器，�３９９～�４０２陶器），暗黄灰色土出土遺物（�４０３青磁，�４０４陶器），
黄灰色土出土遺物（�４０５～�４０８土師器，�４０９灰釉系陶器，�４１０・�４１１青花），ＳＥ２
出土遺物（�４１２灰釉系陶器），ＳＤ１３４出土遺物（�４１３瓦器，�４１４・�４１５軒丸瓦）
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図１１９　加工円盤（�４１６・�４１７・�４１９・�４２２・�４２３・�４２５・�４２８灰茶褐色土，�４１８暗灰
色土，�４２０・�４２１ＳＸ２，�４２４黄灰色土，�４２６・�４２７茶褐色土），石鍋（�４２９ＳＲ
１灰茶褐色砂質土），滑石製温石（�４３０灰茶褐色土），硯（�４３１明灰色土，�４３２暗灰色
土），砥石（�４３３・�４３４茶褐色土，�４３５灰茶褐色土，�４３６灰色砂質土），一石五輪塔
（�４３７茶褐色土），青銅製刀栗形（�４３８暗茶褐色土）　 �４３８縮尺１/１，ほか縮尺１/４
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出の製品。�４０９は灰釉系陶器天目の椀。�４１０・�４１１は磁器青花の皿底部。ともに器壁は

薄く，高台の畳付は露胎。

　�４１２はＳＥ２出土遺物。灰釉系陶器天目の椀。

　�４１３～�４１５はＳＤ１３４出土遺物。�４１３は瓦器火鉢で，側面に桜花文のスタンプがあ

る。�４１４・�４１５は軒丸瓦で，それぞれ左巴文と，中房に卍をもつ複弁蓮華文。

　以上の中世遺物は，１２世紀末葉～１７世紀前半の長期にわたる。このうち，灰茶褐色土は

おおむね１４世紀前半代，暗茶褐色土・明灰色土は１４世紀後半代，暗灰色土は１５世紀前半代，

茶褐色土は１６世紀代，段差際の暗黄灰色土や黄灰色土などは１７世紀前半代までのものを含

む。遺物はいずれも小片で，長期にわたる耕地利用の過程で流入し堆積したのであろう。

　加工円盤（�４１６～�４２８）　　土器や瓦の破片を打ち欠き円盤状に加工したものが各層

から総計２５点出土した。素材は多様で，�４１６・�４１７は須恵器底部，�４１８は常滑窯産陶

器甕胴部，�４１９は灰釉系陶器すり鉢底部，�４２０は瓦器盤，�４２１・�４２７・�４２８は硬質

焼成の瓦，�４２２は白磁椀，�４２３は青磁椀，�４２４は灰釉系陶器天目椀のそれぞれ底部，

�４２５は土師器皿底部，�４２６は須恵器甕胴部。基本は側面を打ち欠いて形を整えるものだ

が，軟質のものでは明らかに研磨を加え仕上げている（�４２０・�４２５など）。破損の少な

い２０例の法量は，径で４０�と５０�前後，重さで２０�と４０�前後に，ある程度まとまりがみ

られた（図１２０）。同種の遺物は「円盤状土製品」とも呼ばれ，草戸千軒町遺跡など各地の

中世集落遺跡で多数出土が報告されるが，用途に関する定説はない。今回，中世に耕作地

と想定され，土器出土量が多くはない中で多数を抽出できたことが注意される。

　石　製　品（�４２９～�４３７）　　�４２９は滑石製石鍋。破損面を再加工した痕跡はない。�

４３０は滑石製板状製品。穿孔跡があり，両面とも擦過痕が著しい。類例からみて温石であ

ろうが，片面がわずかにくぼむことから，ある時期硯として使用された可能性もある。

　�４３１・�４３２は硯。�４３１はおおぶりで厚手の製品で，黒灰色の粘板岩系の石材を用いて

いる。側面は磨いて仕上げるが，裏面は素材の凹凸がそのまま残る。�４３２は赤褐色の比

較的軟質の石材を用いた小形品で，手前側の側面には擦り切りによる切断痕がそのまま残

る。�４３３～�４３６は砥石。ただし，このうち�４３３・�４３４は，�４３２の硯とまったく同じ

石材であり，側面を整えているほかに顕著な使用痕跡も見られないことから，硯の素材な

いし未製品である可能性も考えられる。�４３５は黄褐色の，�４３６は明灰色の，それぞれ目

の細かい石材を用いた方柱状の製品。四面とも使用の痕跡が著しい。

　�４３７は凝灰岩製の一石五輪塔頂部付近。破損が著しい。このほか，図示していないが，

弥生中期～近世の遺跡



花崗岩製の径３０�に達する五輪塔水輪１点が，茶褐色土中より単独出土している。

　青銅製品（�４３８）　　鋳造の青銅製品で，刀装具のひとつで紐掛けとして鞘に取り付け

る「栗形」が出土している。螺旋状に装飾されるの紐掛け部には，黒漆の付着をわずかに

認める。ほぼ同種のものが草戸千軒町遺跡ＳＫ４３２６より出土している〔広島県草戸千軒町

遺跡調査研究所編１９９５　Fig.４－５５〕。

　近世の遺物（図１２１・１２２）　　桟瓦については後述する。�４３９～�４４３は灰赤褐色土�出

土遺物。�４３９～�４４１は土師器皿。�４３９は直線的に立ち上がり口縁端部がわずかに外反

する器形で，Ｆ４類に近い特徴を有する。�４４０は薄手の小皿で，口縁は内彎気味に立ち上

がる。これらはともに底部との変換点で破損しており，見込みの圏線の有無は不明。�

４４１は丸底の小皿。�４４２・�４４３は磁器染付の椀。

　�４４４～�４５１は灰赤褐色土�出土遺物。�４４４・�４４５は土師器皿。�４４４は，器高の低い

偏平な形態で，内面に墨書をもつ。�４４５は手づくねで作った丸底の皿。�４４６は陶器灯明

皿。口縁部に帯状に煤が付着する。�４４７は陶器椀の底部。削り出しの輪高台で，内側に

「吉」の朱書がある。あるいは中世にさかのぼる遺物かもしれない。�４４８・�４４９は陶器

椀。白色の胎土に淡黄色の釉が，高台周辺をのぞいて施される。京都・信楽系の製品であ

ろう。�４５０は磁器染付皿。�４５１は磁器染付のくらわんか椀。

　�４５２～�４７０は灰褐色土Ⅰ出土遺物。�４５２～�４５５は土師器皿，いずれも偏平な器形

で，見込みに圏線がめぐる。�４５６～�４５９は陶器灯明受皿。�４５７～�４５９は，受部がまっ

すぐ立ち上がる形態で，黄白色の胎土に，内面に淡黄灰色の釉。京都・信楽系の製品とみ

られる。一方�４５６は，受部が内傾する形態で，淡赤褐色の胎土に，内面に厚い白色釉がか

かるなど特徴がまったく異なる。別産地のものであろう。�４６０・�４６１は灯明皿。�４６１は

１９０
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図１２０
土製円盤の大きさと重さ
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口縁外面に煤の付着を認める。いずれも内面のみ施釉。�４６２は陶器蓋。完形品で，外面

のみ黄灰色の釉。�４６３は陶器椀底部。底面外縁を水平にしっかりと削り，高台の存在を

際立たせている。�４６４は陶器底部。薄手の器壁で，急須などの底部か。内外面とも銹釉

が施され，茶褐色を呈する。底面には布目があり，側面に「温吉」のスタンプが押されて

いる。�４６５は陶器蓋。白色の胎土に透明釉がかかる。外面に茶色の二重線，内面には黒

弥生中期～近世の遺跡

図１２１　灰赤褐色土�出土遺物（�４３９～�４４１土師器），�４４２・�４４３磁器），灰赤褐色土�
出土遺物（�４４４・�４４５土師器，�４４６～�４４９陶器，�４５０・�４５１磁器），灰褐色土
�出土遺物（�４５２～�４５５土師器，�４５６～�４６７陶器，�４６８～�４７０磁器），赤褐色
土出土遺物（�４７１磁器，�４７２・�４７３陶器）　 �４６７縮尺１/８，ほか縮尺１/４
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図１２２　近世桟瓦（�４７４・�４８６表土，�４７５・�４７９・�４８４～�４８５赤褐色土，�４７６～�４７８ＳＥ
１１，�４８０・�４８３灰褐色土�，�４８１・�４８２灰赤褐色土�）　 縮尺１/６（刻印拓影１/２）
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色の線描きで銘があるが判読できない。�４６６は陶器の底部。器壁は非常に薄い。焼成の

甘い灰色の素地に，底面を除き黄色に施釉されている。内面に暗茶褐色の線描きで「北野」

と鳥の絵，底面に同色で銘とみられる崩れた「道八」の文字がある。�４６７は陶器鍋で，

灰褐色土�層中で多数の破片が一括出土した。口径２５�器高１６�。環状の把手が２方向に

付くと想定されるが，片側は破損して失われている。それ以外は良く遺存するので，把手

が破損したことにより不要品として廃棄されたのであろう。底部には瘤状の三足が貼り付

けられているが，底面より浮いた位置にあり，脚としては機能しない。灰白色の胎土で釉

は淡黄色，底部周辺と頸部内面の屈曲部付近が露胎。京都・信楽系の製品だろう。外面は

胴部下端付近のみ帯状に煤が付着し，内面は底部が黒変している。�４６８は磁器染付の椀。

口縁先端部のみ銹釉で茶褐色を呈する。同種の製品は構内各所で出土している。�４６９は

磁器染付小椀。内面に「染」字が釉描きされているのがわかる。�４７０は磁器染付の中空

の製品で，１孔をもつ。特徴から水滴の底部が欠損したものとみられ，相撲の軍配をかた

どったものかと推測される。

　�４７１～�４７３は赤褐色土出土遺物。�４７１は陶器脚付灯明受皿。灰白色の胎土で，釉は

黄灰色。底面は回転糸切り痕があり露胎，それ以外は全面施釉。�４７２・�４７３は陶器灯明

皿。ともに黄白色の胎土で口縁端部周辺から内面全体に淡黄緑色の釉。見込みに粒状の目

痕。京都・信楽系の製品だろう。

　近世桟瓦（�４７４～�４８６）　　灰赤褐色土�から表土にかけてと井戸ＳＥ１１から，若干

量が出土した。南側の２０８地点出土品と同銘の刻印をもつものがあり，この地に設営され

た幕末期土佐藩邸の所用瓦である。�４７４は軒右桟瓦。中心飾りを三巴文，左右に唐草を

配する。�４７５・�４７６は平瓦。�４７６端面に刻印「キ卯平」。２０８地点では２６点出土しており，

本来「アキ卯平」とされる。�４７７～�４７９は右桟瓦。�４７９は端面に刻印「赤の源」。�４８０

は左桟瓦とみられ，端面に枠囲み刻印「片九」。ほか，小片だが刻印が確認されたものは，

その拓影のみ示す。�４８１は「御瓦師」，�４８２は枠囲み「 福カ 瓦 作カ 」，�４８３は枠囲み「 赤 傳

仕成」，�４８４は「片重」，�４８５は枠囲み「並生野角」，�４８６は「アキ文」。このうち�４８２

「 福カ 瓦 作カ 」は，２０８地点では出土していない。

　以上の近世遺物は，おおむね１８・１９世紀代のものである。このうち灰赤褐色土�，灰褐

色土�や赤褐色土には，例えば�４６８などのように，瀬戸窯産とみられる磁器が存在するほ

か，桟瓦など明らかに幕末期以降の遺物が含まれる。一方灰赤褐色土�には，そうしたも

のはみられないので，おおむね１８世紀代までを中心とする堆積層と判断される。
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　６　ＳＸ５の原位置論的検討

　ＳＸ５は，ＳＲ１北肩のｇ層の上部で検出されたが（図８７・１１２），ｇ層上面からの掘り

込みはなかった。土器片の集中は掘削中に確認されたので，掘り込みがないか注意したが

輪郭は見つからなかった。掘り込みは当初から存在しなかったのだろう。一個体分の土器

（�２８７）が単独で残存率も比較的高い状態で掘り込みもなく出土したこの遺構の，形成の

要因を解釈するためには，堆積環境，出土状況，破片の特徴，といった情報を総合的に捉

える必要があるが，この解釈には，土器の製作から取り上げまでの履歴についての解釈も

必然的にともなうことになる。ここでは，紙幅の都合もあるので，基礎的な情報の提示と

概要の説明にとどめ，詳細な検討と踏み込んだ解釈は場を改めて提示することにする。

　集中部から回収された土器片は１５０点弱であるが，遺物の存在に留意しながらの掘削を

おこないかつ破片の存在を確認してからは丁寧に掘り下げているので，回収し損なった破

片はごくわずかといえる。このうちの約１３０点の破片については，発掘調査時に三次元的

な出土位置を記録している。また，整理作業時には，出土位置の記録のある破片それぞれ

について，器面や破面の磨滅程度や接合面の密着度合いなども観察・記録したほか，遺構

写真をもとにして出土時点での向きや口縁方位などの把握に努めた（図版３２－５，図版４９）。

　土器片を包含していたｇ層は，黄色みの強いシルト質土で，層中には径５�に満たない

花崗岩風化砂粒が散在する。この地層は，東方から多量の礫をともなって黄色砂を削りな

がら進んできた白川系の水流が，南側にその礫を厚く堆積させて北側の黄色砂との間に東

西方向の窪みをつくり，その窪みに緩やかに水を流しながらシルト分を運んできたことに

よって，形成されたと思われる。しかし，ラミナが確認されていないことと花崗岩粒が散

在することから，水流のみによる堆積ではなく，水際のような環境だったと考えられる。

　出土破片全体の標高は，南北方向では北側が高く東西方向では東側がいくぶん高いので，

自然地形の特徴と同様である（図１２３・表１４）。部位別分布は，東から西へと進むにつれて

口縁部から胴部を経て底部へと移っていくが，出土時の口縁方位は，むしろ西を基調とす

る破片が多い。内面を上に向けて出土した破片は外面上向けの倍以上あり，器面の遺存状

態も内面がやや磨滅している破片が最も多い。個々の破片の対応関係は単純ではないが，

これらの傾向は，破片が水の影響で微動したことを示すかもしれない。破損後の移動がか

すかだとすれば，内面上向けの出土破片が多い点は，破損時に内容物が存在していたこと

を示すかもしれないが，この解釈にも個々の破片についての詳細な分析を必要とする。
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ＳＸ５の原位置論的検討
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表１４　ＳＸ５出土土器片観察表

 番号 部位 長軸｠  口縁方位 表裏（外） Ｘ（南北） Ｙ（東西） Ｚ（標高） 外/内摩滅 破面摩滅
 １ 胴 ３９ 南 外 １９９８．６００ ２４５１．９３０ ６０．０９０ Ｂ／Ｂ Ｂ２Ｃ３
 ２ 胴 ３６ 西 外 １９９８．５７０ ２４５１．９２０ ６０．０８５ Ｂ／Ｂ Ｃ３
 ３ 口縁 ８１ 西 内 １９９８．６２０ ２４５１．８８０ ６０．０５７ Ｂ／Ｂ Ｂ１Ｃ３
 ４ 頸 ６４ 東 内 １９９８．６８０ ２４５１．８４０ ６０．０６２ Ａ／Ｂ Ｂ３Ｃ１
 ５ 胴 ３２ 南西 外 １９９８．７３０ ２４５１．８６０ ６０．１０７ Ｂ／Ｂ Ｂ２Ｃ１
 ６ 胴 ３４ 南東 内 １９９８．７６０ ２４５１．８８０ ６０．１１０ Ａ／Ｂ Ｂ３Ｃ１
 ７ 胴 ４４ 北 内 １９９８．７７０ ２４５１．８６０ ６０．０９５ Ａ／Ｂ Ｂ３Ｃ１
 ８ 胴 ５０ 地 立（北） １９９８．７９０ ２４５１．９３０ ６０．０７４ Ａ／Ｂ Ｂ４Ｃ１
 ９ 胴上 ７４ 西 外 １９９８．８３０ ２４５１．９１０ ６０．０８２ Ｂ／Ａ Ｂ３Ｃ１
 １０ 口縁 ６３ 北 外 １９９８．９２０ ２４５１．９２０ ６０．１０５ Ｂ／Ｂ Ｂ４
 １１ 胴 ３７ － － １９９８．９６０ ２４５１．８３０ ６０．０９７ Ａ／Ａ Ａ１Ｂ３
 １２ 胴 ６０ 天 立（西） １９９９．０００ ２４５１．７５０ ６０．１４８ Ｂ／Ａ Ｃ３
 １３ 胴 ７４ 南西 内 １９９８．９７０ ２４５１．６３０ ６０．１２０ Ａ／Ｂ Ｂ１Ｃ３
 １４ 胴 ５４ － 立（西か） １９９８．８２０ ２４５１．６９０ ６０．０５９ Ａ／Ｂ Ｂ３Ｃ１
 １５ 胴 ７８ 東 内 １９９８．８３０ ２４５１．６４０ ６０．１１０ Ａ／Ｂ Ｂ３Ｃ２
 １６ 胴 ４６ 天南 立（東） １９９８．７４０ ２４５１．６００ ６０．０６２ Ａ／Ｂ Ｂ４
 １７ 口縁 ８０ 東 内 １９９８．７００ ２４５１．６１０ ６０．０７６ Ａ／Ｂ Ｂ２
 １８ 胴 ４８ 東 内 １９９８．６００ ２４５１．７００ ６０．０４０ Ａ／Ｂ Ｂ４Ｃ１
 １９ 胴 ２８ 北 外 １９９８．５００ ２４５１．７３０ ６０．０７０ Ａ／Ａ Ｂ４
 ２０ 胴 ３５ 西 内 １９９８．５１０ ２４５１．６９０ ６０．０７５ Ａ／Ａ Ｂ４
 ２１ 胴下 ２５ － 立（西） １９９８．４６０ ２４５１．５５０ ６０．０６３ Ａ／Ａ Ｂ５
 ２２ 胴 ６７ 北東 外 １９９８．５４０ ２４５１．５７０ ６０．０４２ Ｂ／Ｂ Ｂ３Ｃ１
 ２３ 胴 ３３ 地南東 立（北東） １９９８．４４０ ２４５１．３１０ ６０．０３０ Ｂ／Ｂ Ｂ３Ｃ１
 ２４ 頸 ３５ 天 立（北） １９９８．４４０ ２４５１．１３０ ６０．０４５ Ａ／Ｂ Ｂ４
 ２５ 胴上 ３０ 北西 外 １９９８．５３０ ２４５１．１９０ ６０．０２８ Ｂ／Ｂ Ｂ３Ｃ１Ｄ１
 ２６ 胴 ４７ 北 外 １９９８．７１０ ２４５１．４９０ ６０．０６３ Ｂ／Ａ Ｂ３
 ２７ 胴 ８５ 南 内 １９９８．７５０ ２４５１．３２０ ６０．０３８ Ａ／Ｂ Ａ３Ｂ１
 ２８ 胴 ２１ 北東 外 １９９８．８００ ２４５１．４００ ６０．０５８ Ａ／Ａ Ａ２Ｂ１
 ２９ 胴 ４３ 西 内 １９９８．８００ ２４５１．４２０ ６０．０４８ Ａ／Ｂ Ｂ３
 ３０ 胴 ９３ 南東 内 １９９８．８５０ ２４５１．３７０ ６０．０４１ Ａ／Ｂ Ｂ３Ｃ２
 ３１ 胴 ７３ 天西 立（南） １９９８．８７０ ２４５１．４３０ ６０．０２７ Ａ／Ｂ Ｂ２Ｃ２
 ３２ 胴 ６６ 南西 内 １９９８．９２０ ２４５１．４９０ ６０．０６６ Ａ／Ｂ Ｂ３Ｃ１
 ３３ 胴 ６７ 天南東 立（北東） １９９８．９４０ ２４５１．５４０ ６０．０８６ Ａ／Ｂ Ｂ３Ｃ１
 ３４ 胴 ８８ 西 内 １９９８．９７０ ２４５１．４２０ ６０．０９５ Ａ／Ｂ Ｂ３Ｃ２
 ３５ 胴上 ４６ 天西 立（北） １９９８．９９０ ２４５１．４００ ６０．１４０ Ａ／Ｂ Ｂ２Ｃ２
 ３６ 胴 ６３ － 立（－） １９９９．０２０ ２４５１．４２０ ６０．１３２ Ａ／Ｂ Ａ１Ｂ４
 ３７ 胴 ８１ 天南東 立（北東） １９９９．０３０ ２４５１．４２０ ６０．１２１ Ａ／Ａ Ａ１Ｂ３Ｃ３
 ３８ 胴 ７４ 南 内 １９９８．９２０ ２４５１．３９０ ６０．０７２ Ｂ／Ｂ Ｂ３Ｃ３
 ３９ 口縁 １０５ 西 内 １９９８．９５０ ２４５１．３４０ ６０．０９６ Ａ／Ｂ Ｂ５
 ４０ 口縁 ７９ 西 内 １９９８．９８０ ２４５１．３３０ ６０．１２６ Ａ／Ｂ Ｂ５
 ４１ 口縁 ７５ 北西 内 １９９８．９９０ ２４５１．３６０ ６０．１１１ Ａ／Ｂ Ｂ３Ｃ１
 ４２ 口縁 １００ 西 内 １９９９．０８０ ２４５１．３３０ ６０．１２４ Ａ／Ｂ Ｂ１Ｃ２
 ４３ 胴 ３３ 西 内 １９９９．１１０ ２４５１．２９０ ６０．１５９ Ａ／Ｂ Ｂ２Ｃ１
 ４４ 胴 ９１ 西 内 １９９９．１４０ ２４５１．２５０ ６０．１７０ Ａ／Ｂ Ｂ２Ｃ３



１９７

ＳＸ５の原位置論的検討

表１４　つづき

 番号 �離 付着物 接合関係（接合状態）
 １ 内全  ８６（Ｂ）,１００（Ｂ）
 ２   ３２（Ｂ）,３３（Ｃ）,５１（Ｂ）
 ３ 内外  ４（Ｃ）,１０（Ｃ）,９９（Ｂ）,１２４（Ｂ）
 ４   ３（Ｃ）,１５（Ｃ）,１２４（Ｃ）,包（Ｃ）,包４（Ｂ）
 ５   ８（Ｂ）,３６（Ｂ）,包（Ｂ）,包（Ｃ）
 ６  内・断 なし
 ７   １４（Ｂ）,３１（Ｃ）,１０３（Ａ）,包１（Ｂ）
 ８   ５（Ｂ）,９（Ｂ）,１９（Ｂ）,包（Ｂ）,包（Ｂ）
 ９   ８（Ｂ）,１９（Ｃ）,９９（Ｃ）,包（Ｂ）,包（Ｂ）
 １０ 内  ３（Ｃ）,５４（Ｃ）,９９（Ｂ）
 １１ 内外 断 なし
 １２   １３（Ｂ）,５３（Ｃ）,５５（Ｃ）,１０３（Ｃ）,包（Ｃ）
 １３   １２（Ｂ）,３８（Ｂ）,６１（Ｂ）,１０７（Ｂ）,包（Ｂ）
 １４   ７（Ｂ）,３１（Ｂ）,３２（Ｂ）,３３（Ｂ）,１０３（×）
 １５   ４（Ｃ）,包４（Ｂ）,包（Ｃ）
 １６   ２７（Ｂ）,２８（Ｂ）,３７（Ｃ）,１１２（Ｂ）
 １７   ９４（Ｃ）,１２４（Ｂ）
 １８   ７７（Ｂ）,８３（Ｂ）,１００（Ａ）,１０１（Ｂ）
 １９   ８（Ｂ）,９（Ｃ）,２０（Ｂ）
 ２０   ８（Ｂ）,１９（Ｂ）,１１１（Ｂ）,包（Ｂ）
 ２１ 外 内・外・断 なし
 ２２ 外  包（Ｃ）
 ２３   ２９（Ｂ）,３６（Ｂ）,包（Ｃ）
 ２４ 外  ２５（Ｂ）,３９（×）,５４（Ｃ）,包（Ｂ）
 ２５ 内  ２４（Ｂ）,３６（Ｃ）,包（Ｂ）
 ２６   １０１（Ｂ）,包１（Ｃ）
 ２７   １６（Ｂ）,２８（Ａ）,４１（Ｃ）,４５Ａ（Ｂ）,４７（Ｃ）
 ２８   １６（Ｂ）,２７（Ａ）,３９（Ｂ）,４１（Ｂ）,１１２（Ｃ）
 ２９ 外  ２３（Ｂ）,３０（Ａ）,１１０（Ａ）
 ３０ 内外  ２９（Ａ）,３６（Ｃ）,３７（Ｂ）,１１０（Ｂ）
 ３１ 内外  ７（Ｃ）,１４（Ｂ）,３２（Ｂ）,包１（Ｃ）
 ３２ 内外  ２（Ｂ）,１４（Ｂ）,３１（Ｂ）,５１（Ｂ）,包８（Ｃ）
 ３３   ２（Ｃ）,１４（Ｂ）,包（Ｂ）
 ３４ 外  ３５（Ａ）,３８（Ｃ）,４５Ｂ（Ｂ）,４６（Ｂ）,５９（Ａ）,８１（Ｂ）,１０４（Ｃ）,１０５（Ｂ）,１０７（Ｃ）
 ３５   ３４（Ａ）,４０（Ｂ）,４２（Ｃ）,５９（Ｂ）,８１（Ｂ）
 ３６ 内  ５（Ｂ）,２３（Ｂ）,２５（Ｃ）,包（Ｂ）,包（Ｂ）
 ３７ 内外  １６（Ｃ）,３０（Ｂ）,４８（Ｃ）,１１３（Ｂ）,包（Ｂ）,包（Ｃ）
 ３８ 外  １３（Ｂ）,３４（Ｃ）,８１（Ｃ）,１０７（Ａ）
 ３９ 内外  ２４（×）,２８（Ｂ）,４１（Ａ）,５４（Ｂ）,１１２（Ｂ）,包（Ｃ）
 ４０   ３５（Ｂ）,４２（Ｂ）,５９（Ｂ）,包（Ａ）,包（Ｂ）
 ４１ 内外  ２７（Ｃ）,２８（Ｂ）,３９（Ａ）
 ４２ 外  ３５（Ｃ）,４０（Ｂ）,５０（Ｂ）
 ４３   ４４（Ａ）,４８（Ａ）,６２（Ａ）
 ４４ 内  ４３（Ａ）,４５Ａ（Ｂ）,４８（Ｂ）,４９（Ｃ）,６２（Ｃ）



１９８

京都大学北部構内ＢＣ２８区の発掘調査

表１４　つづき

 番号 部位 長軸｠  口縁方位 表裏（外） Ｘ（南北） Ｙ（東西） Ｚ（標高） 外/内摩滅 破面摩滅
 ４５Ａ 胴 ３５ 北 内 １９９９．２１０ ２４５１．２００ ６０．１６９ Ａ／Ｂ Ｂ２Ｃ１
 ４５Ｂ 胴 ９８ 西 内 １９９９．１８０ ２４５１．２４０ ６０．１６９ Ａ／Ｂ Ａ１Ｂ５Ｃ１
 ４６ 胴 ５０ 北 内 １９９９．２１０ ２４５１．２８０ ６０．１８０ Ａ／Ｂ Ｂ４
 ４７ 胴 ５６ 西 内 １９９９．２６０ ２４５１．２００ ６０．１９６ Ａ／Ｂ Ｂ３？１
 ４８ 胴央 ８７ 西 内 １９９９．０７０ ２４５１．２６０ ６０．１３４ Ａ／Ｂ Ｃ４
 ４９ 胴央 ８５ 南 内 １９９９．０３０ ２４５１．１８０ ６０．０９０ Ｂ／Ｂ Ｂ１Ｃ４
 ５０ 口縁 ７６ 天 立（南） １９９９．０００ ２４５１．１７０ ６０．０６９ Ａ／Ａ Ｂ５
 ５１ 胴 ３８ 北西 内 １９９８．９５０ ２４５１．２１０ ６０．０８９ Ａ／Ｂ Ｂ５
 ５２ 胴下 ５５ 天北西 立（南西） １９９８．９４０ ２４５１．２４０ ６０．０８４ Ａ／Ａ Ｃ３
 ５３ 胴 ４９ 南 内 １９９８．９１０ ２４５１．１１０ ６０．０７６ Ａ／Ｂ Ｂ１Ｃ３
 ５４ 口縁 ７９ 東 内 １９９８．７６０ ２４５１．１３０ ６０．０６２ Ａ／Ｂ Ｂ４
 ５５ 胴央 ６８ 東 外 １９９８．７３０ ２４５０．９８０ ６０．０１８ Ｂ／Ｂ Ｂ１Ｃ３
 ５６ 胴下 ５１ 南 外 １９９８．８００ ２４５１．０００ ６０．０４８ Ｂ／Ｂ Ｃ４
 ５７ 胴下 ４３ 南 内 １９９８．８３０ ２４５０．９５０ ６０．０５２ Ｂ／Ｂ Ｂ２Ｃ２
 ５８ 胴下 ３５ 北東 外 １９９８．８９０ ２４５０．９９０ ６０．０７８ Ａ／Ｂ Ｂ４
 ５９ 胴上 ４０ 南東 外 １９９８．８８０ ２４５０．９３０ ６０．１１０ Ｂ／Ｂ Ｂ４
 ６０ 胴 ５０ 南東 内 １９９９．１１０ ２４５１．０００ ６０．１５２ Ｂ／Ｂ Ｂ４Ｃ１
 ６１ 胴央 ８１ 北西 内 １９９９．０７０ ２４５０．８９０ ６０．０９５ Ａ／Ｂ Ｂ３Ｃ２
 ６２ 胴央 ６２ 南 内 １９９９．１６０ ２４５０．８１０ ６０．１３７ Ｂ／Ｂ Ｂ１Ｃ３
 ６３ 胴下 ３５ 南西 内 １９９９．１８０ ２４５０．７８０ ６０．１１１ Ａ／Ｂ Ｂ３
 ６４ 胴下 ４６ 北西 内 １９９９．０８０ ２４５０．７７０ ６０．０９５ Ａ／Ｂ Ｂ４
 ６５ 胴下 ５７ 南 内 １９９９．０２０ ２４５０．８００ ６０．０５０ Ａ／Ｂ Ｂ５
 ６６ 胴下 ２２ － － １９９９．０３０ ２４５０．７５０ ６０．０４２ Ｂ／Ｂ Ｂ４
 ６７ 胴央 ５３ 天 立（東） １９９８．９３０ ２４５０．８５０ ６０．０４０ Ａ／Ｂ Ｂ１Ｃ３
 ６８ 胴下 ５２ 北 外 １９９８．９６０ ２４５０．７８０ ６０．０３９ Ａ／Ａ Ｂ４
 ６９ 胴下 ４１ 西 内 １９９８．９６０ ２４５０．７３０ ６０．０３９ Ａ／Ｂ Ｂ３Ｃ１
 ７０ 胴 ３３ － 内 １９９８．８３０ ２４５０．８８０ ６０．０２４ Ｂ／Ａ Ａ１Ｂ３
 ７１ 胴下 ３０ 北東 外 １９９８．７３０ ２４５０．８５０ ６０．０４６ Ａ／Ａ Ｂ３
 ７２ 胴下 ５４ 南東 内 １９９８．７５０ ２４５０．８２０ ６０．０４４ Ａ／Ｂ Ｂ２Ｃ２
 ７３ 胴下 ４１ － 立（－） １９９８．７９０ ２４５０．８３０ ６０．００３ Ａ／Ｂ Ｂ１Ｃ３
 ７４ 胴央 ６５ 地西 立（北） １９９８．８１０ ２４５０．８２０ ５９．９９９ Ａ／Ａ Ｂ２Ｃ２
 ７５ 胴下 ３４ 北 外 １９９８．８３０ ２４５０．７４０ ６０．０３０ Ａ／Ｂ Ｂ３Ｃ１
 ７６ 胴央 ７８ 南西 内 １９９８．８２０ ２４５０．７６０ ６０．００７ Ａ／Ｂ Ｂ２Ｃ３
 ７７ 胴 ４２ 西 内 １９９８．７９０ ２４５０．６７０ ６０．００８ Ａ／Ａ Ｂ３Ｃ１
 ７８ 胴下 ４８ 西 内 １９９８．７６０ ２４５０．６３０ ６０．０３１ Ａ／Ｂ Ｂ３Ｃ１
 ７９ 胴央 ４３ 西 内 １９９８．６１０ ２４５０．７１０ ５９．９９９ Ｂ／Ｂ Ｂ４Ｃ１
 ８０ 底 ７０ 南 内 １９９８．５９０ ２４５０．６２０ ６０．００１ Ａ／Ｂ Ｂ５Ｃ１
 ８１ 胴 ３３ 北東 外 １９９８．３１０ ２４５０．８００ ６０．０４７ Ｂ／Ｂ Ｂ２Ｃ１
 ８２ 底近 ２９ 南 内 １９９８．４７０ ２４５０．５９０ ６０．０６７ Ａ／Ｂ Ｂ３
 ８３ 胴央 ９６ 東 内 １９９８．５３０ ２４５０．４６０ ５９．９８６ Ｂ／Ｂ Ｂ３Ｃ３
 ８４ 底近 ７０ 西 内 １９９８．６１０ ２４５０．４１０ ５９．９７６ Ａ／Ｂ Ｂ３Ｃ３
 ８５ 胴下 ３３ 西 内 １９９８．６４０ ２４５０．３９０ ６０．００４ Ｂ／Ｂ Ｂ３
 ８６ 胴 ８２ 南 内 １９９８．６６０ ２４５０．５４０ ６０．００１ Ｂ／Ｂ Ｂ１Ｃ３
 ８７ 胴下 ４２ 北東 外 １９９８．７４０ ２４５０．５３０ ６０．０９２ Ｂ／Ｂ Ｂ３Ｃ１



１９９

ＳＸ５の原位置論的検討

表１４　つづき

 番号 �離 付着物 接合関係（接合状態）
 ４５Ａ 外  ３４（Ｂ）,４７（Ｂ）,１０５（Ｂ）
 ４５Ｂ 内外  ２７（Ｂ）,４４（Ｂ）,４７（Ｂ）,４９（Ｃ）,１０６（Ｃ）
 ４６   ３４（Ｂ）,１０５（Ａ）,１０６（Ｂ）,１０７（Ａ）
 ４７ 外  ２７（Ｃ）,４５Ａ（Ｂ）,４５Ｂ（Ｂ）,１０４（Ｃ）
 ４８ 内  ３７（Ｃ）,４３（Ａ）,４４（Ｂ）,６２（Ｂ）,１１３（Ｂ）,包（Ｂ）
 ４９ 内  ４４（Ｃ）,４５Ａ（Ｃ）,６２（Ｂ）,７１（Ｂ）,７４（Ａ）,包５（Ｂ）
 ５０ 内外  ４２（Ｂ）,９４（Ｂ）
 ５１   ２（Ｂ）,３２（Ｂ）,包８（Ｃ）
 ５２ 内  ７２（Ｃ）,包（Ｂ）,包（Ｂ）
 ５３   １２（Ｃ）,５５（Ｃ）,１０３（Ｂ）,包７（Ｂ）,包１（Ｃ）
 ５４   １０（Ｃ）,２４（Ｃ）,３９（Ｂ）,包（Ｃ）
 ５５   １２（Ｃ）,５３（Ｃ）,包６（Ｂ）,包（Ｃ）
 ５６   包６（Ｃ）,包（Ｂ）,包（Ｃ）
 ５７   ７３（Ｃ）,包（Ｂ）
 ５８   ６８（Ｂ）,９７（Ｂ）
 ５９   ３４（Ａ）,３５（Ｂ）,４０（Ｂ）
 ６０ 外  包（Ｂ）,包（Ｂ）
 ６１ 内外  １３（Ｂ）,７２（Ｃ）,７４（×）,１０７（Ｂ）
 ６２ 内  ４３（Ａ）,４４（Ｃ）,４８（Ｂ）,４９（Ｂ）,包５（Ｂ）,包（Ｃ）
 ６３   ９８（Ａ）,１２２（Ｂ）
 ６４   なし
 ６５   ７６（Ｃ）,７８（Ａ）,包（Ｂ）,包（Ｃ）
 ６６  内・断 なし
 ６７   １１３（Ａ）
 ６８   ５８（Ｂ）,８３（Ｂ）,９７（Ｂ）
 ６９   １１５（Ｂ）,１２１（Ｂ）
 ７０ 外全  なし
 ７１ 内  ４９（Ｂ）,７２（Ｃ）,７４（Ｃ）
 ７２ 内  ５２（Ｃ）,６１（Ｃ）,７１（Ｃ）,７４（Ｃ）,包（×）
 ７３   ５７（Ｃ）,８９（×）,包５（Ｃ）
 ７４ 内外  ４９（Ａ）,６１（×）,７１（Ｃ）,７２（Ｃ）,１０７（Ｂ）
 ７５   ７８（Ｂ）,包（×）
 ７６   ６５（Ｃ）,８３（Ｂ）,１０１（×）,包７（Ｂ）,包（Ｃ）
 ７７   １８（Ｂ）,８３（Ｂ）,８６（Ｂ）,１００（Ｂ）
 ７８   ６５（Ａ）,７５（Ｂ）
 ７９ 内  包３（Ｃ）
 ８０ 外 �離部 ８２（Ｂ）,８４（Ｂ）,１１９（×）
 ８１   ３４（Ｂ）,３５（Ｂ）,３８（Ｃ）
 ８２   ８０（Ｂ）,１１９（×）,１２０Ｂ（Ｃ）
 ８３   １８（Ｂ）,６８（Ｂ）,７６（Ｂ）,７７（Ｂ）,９７（Ｂ）,１０１（Ｂ）,包（Ｃ）
 ８４ 内  ８０（Ｂ）,１１９（Ｃ）,包（Ｂ）
 ８５   ８７（Ｂ）,９５（×）,包（Ｂ）
 ８６   １（Ｂ）,７７（Ｂ）,包（Ａ）
 ８７   ８５（Ｂ）,包（Ｂ）,包（Ｂ）
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表１４　つづき

 番号 部位 長軸｠  口縁方位 表裏（外） Ｘ（南北） Ｙ（東西） Ｚ（標高） 外/内摩滅 破面摩滅
 ８８ 胴下 ３０ － 内 １９９８．８００ ２４５０．５８０ ６０．０２８ Ａ／Ｂ Ｂ４Ｃ１
 ８９ 胴下 ４２ 南西 内 １９９８．７９０ ２４５０．３７０ ６０．０１３ Ｂ／Ａ Ｂ３Ｃ１
 ９０ 胴 ６８ 西 立（北） １９９８．８５０ ２４５０．３６０ ６０．００９ Ａ／Ｂ Ｂ２Ｃ３
 ９１ 底近 ５７ 天北 立（東） １９９８．８７０ ２４５０．５１０ ６０．０１９ Ａ／Ｂ Ｂ４Ｃ１
 ９２ 胴下 ４３ 南 立（東） １９９８．９００ ２４５０．６００ ６０．０４９ Ａ／Ｂ Ｂ５
 ９３ 底近 ５６ 地東 立（南） １９９８．９５０ ２４５０．６４０ ６０．００４ Ａ／Ａ Ｂ３Ｃ３
 ９４ 口縁 ５９ 北東 外 １９９８．９８０ ２４５０．５７０ ６０．０６７ Ｂ／Ａ Ｂ２Ｃ３
 ９５ 底近 １１６ 西 内 １９９９．０２０ ２４５０．５００ ６０．０５８ Ａ／Ｂ Ｂ７Ｃ１
 ９６ 胴下 ４８ － 内 １９９９．１１０ ２４５０．４７０ ６０．０８３ Ａ／Ｂ Ｂ５
 ９７ 胴下 １１７ 天 立（北） １９９９．１４０ ２４５０．４８０ ６０．０５８ Ａ／Ａ Ｂ４Ｃ２
 ９８ 胴下 ５８ 地東 立（北） １９９９．１７０ ２４５０．６７０ ６０．１０４ Ｂ／Ａ Ｂ５
 ９９ 頸 ７２ 北 内 １９９８．７１０ ２４５２．１２０ ６０．００９ Ａ／Ｂ Ｂ４
 １００ 胴 ６８ 天 立（東） １９９８．３６０ ２４５１．６２０ ５９．９６８ Ｂ／Ａ Ｂ２Ｃ２
 １０１ 胴 ７０ 南東 内 １９９８．５８０ ２４５１．６１０ ５９．９７７ Ａ／Ｂ Ｂ１Ｃ４
 １０２ 胴下 ２４ － 外 １９９９．０２０ ２４５１．６４０ ６０．０４６ Ａ／Ａ Ｂ４Ｃ１
 １０３ 胴 ５７ 西 外 １９９９．１２０ ２４５１．５５０ ６０．０４０ Ｂ／Ｂ Ｂ３Ｃ２
 １０４ 胴  北西 内 １９９８．９９０ ２４５１．４１０ ６０．０６２ Ａ／Ｂ Ｂ２Ｃ１
 １０５ 胴 ３１ 北西 内 １９９９．２４０ ２４５１．２１０ ６０．１４４ Ａ／Ｂ Ａ２Ｂ２
 １０６ 胴 ４３ 西 内 １９９９．１９０ ２４５１．２３０ ６０．１５２ Ａ／Ｂ Ａ１Ｂ２Ｃ１
 １０７ 胴 ７６ 北 外 １９９９．１６０ ２４５１．２３０ ６０．１４１ Ａ／Ａ Ｂ４Ｃ２
 １０８ 胴 ３９ 東 外 １９９９．１４０ ２４５１．２７０ ６０．１４７ Ｂ／Ａ Ｂ２Ｃ２
 １０９ 胴 ３１ － － １９９９．１４０ ２４５１．２４０ ６０．１３６ Ａ／Ａ Ａ４
 １１０ 胴 ５６ 北西 外 １９９９．１１０ ２４５１．２４０ ６０．１４０ Ａ／Ａ Ｂ３Ｃ２
 １１１ 胴 ４１ 北東 内 １９９９．０８０ ２４５１．２４０ ６０．１１１ Ａ／Ｂ Ａ１Ｂ４
 １１２ 胴 ４５ － 立（－） １９９９．０３０ ２４５１．０１０ ６０．０５０ Ａ／Ｂ Ｂ２Ｃ２
 １１３ 胴央 ６３ 地南 立（東） １９９８．９４０ ２４５０．８５０ ６０．０３１ Ａ／Ｂ Ｂ１Ｃ３
 １１４ 胴下 ５３ 北 内 １９９８．８４０ ２４５０．８５０ ５９．９９２ Ａ／Ｂ Ｂ３Ｃ１
 １１５ 胴下 ２６ 西 外 １９９８．７４０ ２４５０．９３０ ５９．９５４ Ａ／Ｂ Ｂ４
 １１６ 底近 ３２ 南西 外 １９９８．４５０ ２４５０．９３０ ５９．９６７ Ｂ／Ｂ Ｂ４
 １１７ 胴下 ４１ － 内 １９９８．９７０ ２４５０．６３０ ６０．０３２ Ａ／Ｂ Ｂ５
 １１８ 胴下 ９６ 南 内 １９９８．８６０ ２４５０．７１０ ６０．０１２ Ａ／Ｂ Ｂ２Ｃ２
 １１９ 底近 ５７ 地東 立（北） １９９８．８６０ ２４５０．６５０ ５９．９９６ Ａ／Ａ Ｂ４
 １２０Ａ 胴下 ２０ 北西 内 １９９８．８４０ ２４５０．６００ ６０．０００ Ｂ／Ｂ Ｂ４
 １２０Ｂ 底近 ６５ 西 内 １９９８．８３０ ２４５０．５９０ ５９．９８８ Ａ／Ａ Ｂ３Ｃ２
 １２１ 胴下 ４０ 地北 立（東） １９９８．８４０ ２４５０．５００ ５９．９８４ Ｂ／Ｂ Ｂ２Ｃ１
 １２２ 胴下 ４８ 東 内 １９９８．７９０ ２４５０．５２０ ６０．００６ Ｂ／Ａ Ｂ５
 １２３ 胴下 ２８ － 内 １９９８．７４０ ２４５０．４８０ ５９．９９４ Ｂ／Ｂ Ｂ４
 １２４ 口縁 ４５ 西 内 １９９８．７６０ ２４５２．１００ ５９．９９０ Ａ／Ｂ Ｂ３
口縁方位：出土時に破片の口縁側が示していた方位を八分表記。立位出土破片は天地を加味した八分表記。「－」は不明。
表裏（外）：出土時に天を向いていた破片の表裏。立位出土は外面の向いていた方位。「－」は不明。
外／内磨滅：内外面の調整が、よくわかる（Ａ）、わかりにくい部分が多い（Ｂ）。
破面磨滅：破面が、ほとんど磨滅していない（Ａ）、ほとんど磨滅していないが縁部がやや磨耗（Ｂ）、やや磨滅し縁部も磨耗（Ｃ）。
　　　　　数字は破面の合計数（「Ｂ２Ｃ２」ならば、破面の合計は４面で、状態Ｂの破面が２つと状態Ｃの破面が２つある。）
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表１４　つづき

 番号 �離 付着物 接合関係（接合状態）
 ８８   なし
 ８９   ７３（×）,包（Ｂ）
 ９０ 内 断（底方） なし
 ９１   ９３（Ｂ）,９５（Ｂ）,１１４（Ｂ）,包２（Ｂ）,包（Ｂ）
 ９２ 外  ９３（Ｃ）,１１４（Ｃ）,包（Ｃ）
 ９３ 内外  ９１（Ｂ）,９２（Ｃ）,１１４（Ｃ）,１１６（Ｃ）
 ９４ 内外  １７（Ｃ）,５０（Ｂ）
 ９５ 内  ８５（×）,９１（Ｂ）,９８（Ｂ）,１２０Ｂ（Ｂ）,包（Ｂ）,包（Ｃ）,包（Ｃ）,包（Ｂ）
 ９６ 内 外・断 なし
 ９７   ５８（Ｂ）,６８（Ｂ）,８３（Ｂ）,１１８（Ｂ）,包（Ｂ）
 ９８   ６３（Ａ）,９５（Ｂ）,包（Ｂ）
 ９９ 内  ３（Ｂ）,９（Ｃ）,１０（Ｂ）,包（Ｃ）
 １００   １（Ｂ）,１８（Ａ）,７７（Ｂ）
 １０１   １８（Ｂ）,２６（Ｂ）,７６（×）,８３（Ｂ）
 １０２ 外 内・断 なし
 １０３   ７（Ａ）,１２（Ｃ）,１４（×）,５３（Ｂ）,包１（Ｂ）
 １０４ 内外  ３４（Ｃ）,４７（Ｃ）
 １０５   ３４（Ｂ）,４５Ｂ（Ｂ）,４６（Ａ）,１０６（Ｂ）
 １０６   ４５Ａ（Ｃ）,４６（Ｂ）,１０５（Ｂ）
 １０７   １３（Ｂ）,３４（Ｃ）,３８（Ａ）,４６（Ａ）,６１（Ｂ）,７４（Ｂ）
 １０８   １１０（Ａ）,包３（Ｃ）
 １０９ 外  １１０（Ａ）,１１１（Ａ）
 １１０ 内外  ２９（Ａ）,３０（Ｂ）,１０８（Ａ）,１０９（Ａ）,包３（Ｃ）
 １１１   ２０（Ｂ）,１０９（Ａ）
 １１２   １６（Ｂ）,２８（Ｃ）,３９（Ｂ）
 １１３ 内  ３７（Ｂ）,４８（Ｂ）,６７（Ａ）
 １１４ 内  ９１（Ｂ）,９２（Ｃ）,９３（Ｃ）,包（Ｂ）,包（Ｂ）
 １１５   ６９（Ｂ）
 １１６   ９３（Ｃ）
 １１７ 内 �離部 なし
 １１８ 内  ９７（Ｂ）,１１９（Ａ）,１２０Ｂ（Ａ）,１２２（Ｃ）,包（Ｃ）
 １１９   ８０（×）,８２（×）,８４（Ｃ）,１１８（Ａ）,１２０Ｂ（Ｂ）
 １２０Ａ   １２２（Ｃ）,包（Ｃ）
 １２０Ｂ 内  ８２（Ｃ）,９５（Ｂ）,１１８（Ａ）,１１９（Ｂ）
 １２１   包（Ｃ）,６９（Ｂ）
 １２２   ６３（Ｂ）,１１８（Ｃ）,１２０Ａ（Ｃ）,包（Ｂ）
 １２３   なし
 １２４   ３（Ｂ）,４（Ｃ）,１７（Ｂ）
�離：器面の内面や外面に�離部があるもの（「全」はその全面が�離）。空欄は�離部なし。
付着物：黒色の付着物が器面ないし破面にあるもの（内：内面、外：外面、断：破面）。空欄は付着物なし。
接合関係：破面での接合が、ぴったりあう（Ａ）、縁部に隙間がありやや不安定（Ｂ）、縁部に隙間があり不安定（Ｃ）。
　　　　　数字は接合する破片の番号。「包」は出土位置を記録していない包含層出土の破片。
なお、土器片の器表面や破面の磨滅状態については図版４９に具体例を示している。



　部位によって破片の形状にある程度の傾向がある（図１２４）。これには，製作技術と相関

する要素と，破損理由と相関する要素とがあると思われる。こうした相関は，個々の破片

の形状という側面に加え，接合によって明らかになる破損線の走向や切り合いからうかが

える破損の単位，接合破片の分布特性，などの側面にも反映されている。なお，器面の色

調や状態などから，口縁や底部の付近には，何らかの使用痕跡と思われる特徴をもつ破片

もある。現段階では，ＳＸ５について，内容物のある壺が落下した状況を想定している。
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図１２４　ＳＸ５出土土器片の接合のしかた　縮尺約１/６



２０３

　７　中近世層の花粉分析

　経緯と経過　　今回の調査区では，中世以降のものとみられる細い溝群が全域で多数検

出され，耕作地としての土地利用が想定されている。このうち，とくに西半部の段差内で

はこうした状況が複数層にわたってみられることから，これらの堆積層から連続的に試料

を採取し花粉分析を実施することは，調査地での耕作や周辺植生の具体相の復元と，その

長期にわたる連続的な変遷過程を把握するうえできわめて有効と考えられた。また，花粉

分析を用いた歴史時代以降の植生や農耕史の検討事例がきわめて乏しい現状にあって，中

世から近世にかけて都市近郊農村となっていくことが知られる調査地での分析は，貴重な

比較事例を提供するものといえる。よって，今回，調査区西壁の表土以下の堆積層を採取

して分析を実施することとした。

　試料と層序　　試料の採取地点は図１１４，層序は図８９も参照。地層ごとに約３�の厚さ

で連続的に採取した試料番号１～４８（以下，�１～４８と表記）のうち計３２試料を対象とす

る（図１２５柱状図）。なお，暗灰色土層より下位の試料も採取し検鏡しているが，花粉粒数

がきわめて少なかったため，ここではとりあげていない。　

　分析方法　　１）試料の湿潤重量（１００～１５０�）を秤量。２）１０％水酸化カリウム水溶液処

理。３）植物遺体を篩別除去。４）傾瀉法と蒸発皿処理による砕屑物の除去。５）塩化亜鉛飽和

水溶液による比重分離。６）フッ化水素酸処理。７）アセトリシス処理。８）グリセリン

ジェリーで封入。９）カバーガラスの周囲をネイルエナメルで密封。

　分析結果（図版５０，図１２５）　　�４８から２２までの層準は木本花粉粒数が非常に少なく，

統計的に把握することができなかった。しかし，このうち，�４０から�２２は草本花粉粒数

が統計上必要な２５０を越えることから，草本花粉粒数を基数に割合を出し草本花粉の出現

傾向を表した。�４８から�４１は，草本花粉粒数も非常に少ない。�１９から�１は木本花粉

粒数が２５０を越えることから，木本花粉粒数を基数として，草本花粉，シダ植物・コケ植

物胞子の出現率を表した（以上図１２５）。計数の過程では劣化・溶触によって同定不能の花

粉も多かった。以下，特徴的花粉の出現傾向を略述する。

　�草本花粉粒数が２５０を越える�４０－２２では，アブラナ科とイネ属花粉が相対的に多く

出現する。そのうち，�３５－２２ではアブラナ科花粉の出現が顕著で，とくに�３５－２８では

草本花粉を基数にした割合でイネ属花粉が１％前後しかあらわれないのに対し，アブラナ

科花粉は９０％前後あらわれている。一方，より上位の�２４－２２では，アブラナ科花粉が減

中近世層の花粉分析
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２０５

少し，イネ属花粉が増加する。さらに，�１９－１ではイネ属の方がやや優勢となる。また，

アブラナ科とイネ属以外の草本花粉とシダ植物の出現率が低下している。

　��４０と３９は，他の層準で検出していない栽培植物のゴマ属花粉を含み，ソバ属や畑の

雑草と考えられるヨモギ属，アカザ科やナデシコ科などの草本花粉をともなう。

　�木本花粉粒数が２５０を越える�１９－１はマツ属花粉が圧倒的に多く出現する。

　ま　と　め　　調査地周辺の植生と農耕に関して，以上の分析結果に簡単な考察を加

え，まとめとする。

　�４０－２２の草本花粉の主体がアブラナ科とイネ属花粉であることは，おおよそ中世後半

期以降の栽培対象物が，これらを中心としていたということが考えられる。そして，ゴマ

属やソバ属の栽培も含む多様なありようが，近世以降にアブラナ科の栽培へと集約して

いったことを反映している可能性がある。アブラナ科花粉の高比率の出現については，か

つて他地域でも指摘されているが，品種の同定の問題も含めた課題が多く残されている

〔藤田ほか１９８６〕。今後も検討を継続する必要がある。

　木本花粉粒数が大幅に増加する�１９－１は，幕末期以降に比定される層準である。この

時期の周辺山域にアカマツの二次林が成立していたことを示すと考えられる。絵図と古地

図の表記から，京都近郊の山域は，近世の禿げ山的景観から近代における松林へと変遷し

たと指摘されている〔小椋１９９２〕。今回は，これを示唆する結果となった。この段階の草本

花粉の出現傾向は，イネ属を主体として裏作にアブラナ科植物を栽培，雑草除去などの管

理強化，という形態をうかがわせるものであった。これは，調査地が幕末の一時期に土佐

藩邸敷地内となったことを契機とする変化であるのか，ひろく幕末期以降の一般的傾向と

とらえるべきか，現状では判断できない。周辺での分析例の増加を待ちたい。

　８　小　　　結

　今回の発掘調査成果について，周辺での成果を参照しつつ，まとめておきたい。

　弥生前期の水田遺構　　縄文晩期の突帯文土器と弥生前期の遠賀川式土器の包含層の上

面において，小区画の水田遺構が確認できた。土石流にともなう堆積である厚い黄色砂に

覆われており，一部を除き遺存状態は良好であった。包含層の遠賀川式土器は前期新段階

のものまで含まれ，また，今回も含めて黄色砂より下層では弥生中期以降の土器は出土し

ていないことから，水田の造営時期は弥生前期後葉～末に限定できる。

　京都盆地における当該期の水田遺構としては，西南方７００�にある２２０地点に次いで２例

中近世層の花粉分析



目となる〔伊藤１９９９ａ〕。比叡山西南麓の扇状地上には，適地を選択して随所に開田されて

いた可能性がいっそう高まったと言えよう。とりわけ今回の事例は，東水田と西水田とい

う２つのまとまりが示すように，平坦地を広面積に確保できない土地条件のなかで，微起

伏を巧みに取り込んで小規模な水田単位が複数設定されていた状況が明らかとなった。保

険として複数の小規模水田を開き，そのいくつかからでも必要最低限の収穫を確保したの

か，あるいはシーズン単位で輪作したものとみられる。ただし，プラント・オパール分析

では，検出はされたものの量が少なく，長期の耕作は想定できない，という結果であった。

これは，２２０地点の場合とは対照的な結果であり，地形環境に対応した，短期移動型か安定

した継続型かというような耕作形態の違いを反映するものか，たんに，短期間で埋没した

だけのことであるのか，今後検討を深める必要がある。

　なお，水田に対応する居住域は，東南約１００�の６地点周辺の可能性が高いと考えられる

〔伊藤１９９９ｂ〕。一帯は，東方より張り出す尾根上の微高地で，今回の水田面標高との比高

差は３～４�程度をはかる。ほぼ弥生前期新段階にまとまる土器が一定量出土しているほ

か，（財）京都市埋蔵文化財研究所の調査では，土器棺墓とみられる遺構が複数確認されて

おり〔長戸ほか１９９７・竜子１９９９〕，居住区が近接して存在すると考えても不自然ではない。今

後調査の機会が生じる場合には，慎重な配慮が必要になろう。

　縄文晩期・弥生前期の遺物　　包含層中から５０００点前後をとりあげた遺物は，縄文晩期

末の船橋式・長原式段階の突帯文土器を主体として，ほかに少量の晩期中葉の篠原式，弥

生前期遠賀川式土器，および若干の石器類であった。これらは，残念ながら層位的に明瞭

に弁別される調査状況にはなかったが，小区画水田が造営されるに至るまでの，調査地一

帯での活発な活動の存在を示している。このうち石器類の検討からは，挟み撃ちによる�

片�離技術が多用されながら錐や石鏃が製作されていく過程が，�片石器と礫石器との関

係から推測され，調査地における石器製作を示唆する興味深い評価がえられた。一方，土

器型式においては，晩期中葉の滋賀里�式・口酒井式期の資料を欠いており，その段階は，

北東方のより標高の高い一帯に活動の中心を移していたものとみられる。

　なお，特異な資料として，浮線文土器と亜流遠賀川式土器の出土がある。前者について

は，西日本の複数の遺跡で出土が確認されつつあるので，晩期段階の広域交流網のなかに

当遺跡も属していたことを裏付ける資料が，あらたに追加されたと評価できる。後者につ

いては，奈良県唐古・鍵遺跡で出土が紹介されているほかは〔橋本２００３〕，近畿地方での

類例を知らない。遺跡の地理的位置を反映したものであろうが，珍しい事例といえよう。

２０６
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２０７

　弥生中期以降の地形と遺跡形成　　弥生前期末～中期初頭の鍵層として評価されてきた

黄色砂を切って流れる大規模な洪水による流路ＳＲ１・ＳＲ３の存在と，その後の長期に

わたる地形環境の変遷を明瞭に把握できたことも，今回の大きな調査成果である。これま

で周辺では，調査地の北方１００�に位置する５４地点〔岡田・吉野１９７９〕および北東２００�の

２２９地点〔千葉ほか１９９８〕で中期前葉～中葉の方形周溝墓が確認されていたが，今回は中期

後葉の土器が一括出土したほか，石�丁の出土をみている。土石流により黄色砂が２�あ

まり埋積して前期の水田が廃絶し，それほど時を経ずに洪水による谷地形の形成があった

後，中期のうちにすみやかに低地を利用した水稲耕作が再開されていたことが十分に予想

される。今後は，このような弥生中期以降の遺跡についても，生産領域などの認定を視野

に入れた調査にのぞみ，活動空間の変遷を具体的に復元することが課題となろう。

　また今回，弥生中期後葉の壺１個体の破片がまとまって出土したＳＸ５において，個々

の破片の出土位置や遺存状態を詳細に検証する原位置論的な検討をとおして，当時の人の

行動や身ぶりなどを推測する試みをおこなった。遺跡形成の担い手としてのひとびとのあ

りようを実証的に復元するために，必要な検討作業を呈示した，意義深い事例となろう。

　平安時代の遺跡の性格　　古代以降には，上述の流路や谷地形の埋積が進行し，窪地や

段差として地形に影響をとどめながらも，土地条件は安定したとみられる。今回まとまっ

て出土した遺物は，土師器は薄手の「て」字状口縁手法，灰釉陶器はＫ９０号窯式，緑釉陶

器は畿内産がおおむね主体となっており，９世紀後葉～１０世紀前葉に盛期をもつ遺跡の存

在が示唆される。そして，灰釉陶器や緑釉陶器の比率が高く，なかに墨書をもつものが含

まれる点は，遺跡の特殊性を反映したものといえよう。

　南側の２０８地点においては，墨書甕に銭貨を納めた埋納遺構が複数見つかるなど，祭祀空

間としての性格が想定されている〔浜崎ほか１９９５〕。今回は顕著な遺構が検出されていない

が，遺跡の北へのひろがりとみて大過ない。その際問題となるのは，同じ北部構内におい

て平安期の良好な資料が出土する東北部一帯との関連である。北東３５０�の２２１地点では，

平安前期にさかのぼる瓦類がまとまって出土しているほか，土器類も９世紀前半～１０世紀

前葉と時間幅の長い資料が出土し，藤原基経の別業「山庄」とそれから発展した円覚寺と

の関係が推測されている〔千葉１９９８〕。今回の調査区をはじめとした西南部一帯では，瓦 

類の出土がなく，盛期が限定される状況にあることから，そのような別業や寺院といった

施設に直接関係する空間と理解することは難しい。ただし，こうした開発が，扇状地上部

の東北部から次第に西南部へとおよんだ可能性はあり，同一遺跡の拡大の結果か，性格の

小　　　結



異なる別遺跡の成立とみるかは，周辺の調査成果を待って結論を下す必要がある。

　中世の耕地開発　　中世の遺構で顕著であったのは，幅２０�程度で南北方向を中心に無

数にはしる浅い溝群である。これらは，いわゆる鋤溝に類する耕作の痕跡といえる。包含

層の薄い調査区東半においては，黄色砂の上面まで掘り下げないと輪郭が明瞭に確認でき

ないが，複数層が埋積する調査区西半の段差内においては，１４世紀代までの遺物包含層で

ある明灰色土の上面から顕在化しはじめる。よって，調査区一帯が面的にひろく耕地化さ

れた時期は，中世後半期，それもおおむね１５世紀代以降とみてよい。中世から近世にかけ

て，都市近郊の農村地帯となっていった様相をうかがわせる遺構といえる。以上の状況を

考慮しておこなった花粉分析の結果では，アブラナ科の卓越などが示唆されており，栽培

された作物を想定するうえで興味深い。今後，周辺地点での分析事例を増加させて比較材

料とし，ひろく具体的な土地利用の変遷過程を明らかにすることが，課題となるだろう。

　近世の土地利用　　近世に関しても，土地利用は中世と同様であったとみられるが，段

差内の堆積層は，固く締まった灰褐色土と酸化鉄の集積層である灰赤褐色土の互層となっ

ており，低地で保水力のある部分を中心に水田となったことが想定される。

　その後幕末期にこの地が土佐藩屋敷の敷地内となったことは，絵図の表記だけでなく，

南側の２０８地点での南限を画する堀と内部の井戸，およびそれらからの刻印桟瓦の発見に

より具体的に裏付けられている。しかし，それ以外の範囲や屋敷内の様相については，北

東側の１０９地点で瓦溜が見つかっているのみであった〔浜崎１９８３〕。今回，近世の井戸ＳＥ

１１から同種の刻印瓦が出土したことから，調査地が藩邸敷地内にあることが示された。し

かし，建物遺構はまったく検出できなかった。調査区西半の段差は，当該時期においても

緩やかに残されている状態であったと想定され，埋積する水田耕作土にも断絶の様相はう

かがえない。藩邸設置にあたり，敷地内が大がかりに整地された可能性は薄いと言える。

　今回の報告に際し，以下の方々にご教示をいただきました。縄文晩期の浮線文土器に関

して石川日出志氏（明治大学），�片石器製作技術に関して山中一郎氏（京都大学総合博

物館），石�丁・礫石器石材に関して竹村恵二氏（京都大学理学研究科），土石流に関して

増田富士雄氏（京都大学理学研究科），花粉試料の分析・同定に関して（故）那須孝悌氏

（大阪市立自然史博物館），坂本清子氏（大阪産業大学），松江実千代氏（高槻市立第六中

学校），本郷美佐緒氏（新潟大学積雪地域災害研究センター），花粉試料採取に関して石井

陽子氏（大阪市立自然史博物館）。末尾ながら厚く御礼申し上げます。 

２０８
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